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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。マンハッタン

美白薄化粧

　

８
日
発
表
さ
れ
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
住
宅
・
空
室
調
査

で
、
利
用
可
能
な
賃
貸
物

件
の
割
合
（
空
室
率
）
が

２
０
２
３
年
に
１
・
４
％
に
ま

で
減
少
し
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
１
９
６
８
年
以
来
最
低
の

空
室
率
で
住
宅
不
足
が
鮮
明

と
な
っ
た
。　

　

コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
、
多
く
の

人
が
引
越
し
、
空
室
率
が
上

昇
し
た
こ
と
で
家
賃
が
急
落

し
た
が
、
人
々
が
都
市
に
戻

る
に
つ
れ
急
騰
。
昨
年
12
月

の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
新
規
賃

貸
物
件
の
月
額
賃
料
の
中
央

値
は
４
０
５
０
ド
ル
に
ま
で

上
昇
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

２
０
１
７
年
の
空
室
率
は
３
・

63
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
市
は
過
去

２
年
間
で
約
６
万
戸
の
住
宅

を
追
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
23
年
の
空
室
率
は
１
・
４

％
と
50
年
来
の
最
低
水
準
と

な
っ
た
。

　

特
に
低
所
得
者
層
を
直
撃

し
て
お
り
、
月
額
賃
料
が

１
６
５
０
ド
ル
（
市
全
体
の
中

央
値
）
未
満
の
ア
パ
ー
ト
の
空

室
率
は
１
％
未
満
、
最
も
安
価

な
住
宅
（
月
１
１
０
０
ド
ル
以

下
の
ア
パ
ー
ト
）
の
空
室
率
に

至
っ
て
は
わ
ず
か
０
・
４
％
し

か
な
い
。
年
収
約
７
万
ド
ル
の

平
均
的
な
世
帯
で
あ
っ
て
も

収
入
の
半
分
以
上
を
家
賃
に

費
や
し
て
お
り
、
月
２
４
０
０

ド
ル
（
約
36
万
円
）
以
上
で
借

り
ら
れ
る
ア
パ
ー
ト
は
４
％

未
満
と
２
０
２
１
年
の
13
％

か
ら
大
幅
に
減
少
し
た
。

　

住
宅
費
高
騰
で
労
働
者
が

都
市
か
ら
追
い
出
さ
れ
て
経

済
を
脅
か
し
て
い
る
一
方
、
移

民
流
入
で
ホ
ー
ム
レ
ス
保
護

施
設
は
逼
迫
し
て
い
る
。「
健

全
な
」
空
室
率
は
５
〜
８
％
程

度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
市
当
局
は
５
％
を
切
る
と

「
住
宅
非
常
事
態
」
と
み
な
し

て
い
る
。（
関
連
記
事
６
面
に
）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ス
モ
メ
デ
ィ
ア
・

ア
メ
リ
カ
（
本
社
・
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、
皆
木
弘
康
社
長
）
は
20

日
、
北
米
唯
一
の
24
時
間
日

本
語
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
テ
レ
ビ

ジ
ャ
パ
ン
」
の
放
送
を
３
月

Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
が
ラ
イ
ブ
で

視
聴
で
き
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
加

え
、
民
放
番
組
も
揃
え
た
ビ
デ

オ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
も

楽
し
め
る
。

　

従
来
は
、
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
局
や
衛
生
放
送
会
社
な
ど

と
契
約
し
て
、
オ
プ
シ
ョ
ン
の

日
本
語
放
送
と
し
て
テ
レ
ビ
ジ

ャ
パ
ン
の
番
組
を
購
入
し
て
い

た
が
、
今
後
は
、
視
聴
者
が
ダ

イ
レ
ク
ト
に
日
本
語
番
組
配
信

元
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ス
モ
メ
デ

ィ
ア
と
直
接
契
約
す
る
。
視
聴

方
法
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
の
も
と
で
の
使
用
と
な
る
。

月
額
視
聴
料
金
は
25
ド
ル
。
１

ア
カ
ウ
ン
ト
で
同
時
に
２
人

ま
で
視
聴
が
可
能
。
詳
細
は

Ｎ
Ｙ
市
の
住
宅
不
足
鮮
明

空
室
率
が
50
年
来
最
低
に

テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
放
送
を
終
了

　

動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
切
り
替
え

31
日
で
終
了
す
る
と
発
表
し

た
。
１
９
９
１
年
に
開
始
し
た

在
米
日
本
語
放
送
33
年
の
歴
史

に
幕
を
閉
じ
る
。
こ
れ
に
代
わ

り
３
月
20
日
か
ら
生
ま
れ
変
わ

る
新
し
い
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス

「Jme

（
ジ
ェ
イ
ミ
ー
）」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
。
最
新
の
Ｎ
Ｈ

https://www.jme.tv

参
照
。

皆
木
社
長
の
話
「
昨
今
の
お

客
さ
ま
の
視
聴
習
慣
の
変
化
に

伴
い
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
衛

星
放
送
を
解
約
す
る
人
が
北
米

で
急
増
す
る
一
方
、
日
本
語
番

組
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で

手
軽
に
見
た
い
と
い
う
ご
意
見

が
相
当
数
、
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
弊
社
で
は
、
テ

レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
を
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
経
由
で
配
信
す
る
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
へ
移
行
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た

り
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
を
ご
愛
顧

い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま
に

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
サ
ー
ビ
スJme

に
ご
期
待

く
だ
さ
い
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
普
段
の
顔
を

取
り
戻
す
季
節
が
あ
る
。

そ
れ
は
何
も
祝
い
事
の
な
い

あ
り
ふ
れ
た
日
常
。

世
界
中
か
ら
観
光
客
が
押
し
寄

せ
る
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
終

わ
り
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
も

過
ぎ
て

浮
か
れ
た
気
分
も
特
に
な
い
朝

う
っ
す
ら
と
白
い
薄
化
粧

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
だ
け
が
行
き

交
う
街

そ
れ
が
こ
の
街
の
素
顔
だ

（
17
日
、
42
丁
目
公
立
図
書
館
近

く
で
、
写
真
・
三
浦
良
一
）

https://www.restaurantnippon.com/
https://www.umamigallery.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.jme.tv
https://www.jme.tv
https://www.jme.tv
https://www.jme.tv
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世
界
最
大
級
の
日
本
食
ス
ト

リ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ジ

ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
」
は
、
年
間
で

33
回
を
開
催
す
る
２
０
２
４
年

の
第
一
弾
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

イ
ン
ド
ア
イ
ベ
ン
ト
「JAPAN 

Fes SYNC vol.1

」
を
17
日
に

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
42
丁
目
の
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
開
催
、
昼
と
夜

の
部
合
わ
せ
１
０
０
０
人
が
来

場
す
る
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　

当
日
は
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
と
し

て
の
実
績
の
あ
る
同
フ
ェ
ス

が
、
食
×
酒
の
組
み
合
わ
せ
で

双
方
の
魅
力
を
引
き
立
て
る

「
ペ
ア
リ
ン
グ
」
を
実
施
。
若

い
フ
ー
ド
フ
ァ
ン
た
ち
に
、
ペ

ア
リ
ン
グ
の
魅
力
を
伝
え
る
こ

と
で
、
日
本
食
文
化
・
日
本
の

お
酒
文
化
の
双
方
に
相
乗
効
果

を
も
た
ら
す
こ
と
が
狙
い
。

　

今
回
は
、
ジ
ェ
ト
ロ
と
の
協

業
に
よ
り
、
豊
か
な
旨
み
と
甘

み
を
も
ち
、
生
食
が
可
能
な
日

本
産
ホ
タ
テ
の
魅
力
を
伝
え
る

料
理
と
し
て
、
来
場
者
全
員
に

ホ
タ
テ
寿
司
を
無
料
提
供
し

た
。
Ｂ
ｅ
ｎ
ｔ
Ｏ
ｎ
の
担
当
者

が
煮
切
り
醤
油
を
ハ
ケ
で
塗
っ

て
サ
ー
ビ
ス
し
て
大
人
気
だ
っ

た
。
ま
た
石
川
県
か
ら
直
輸
入

し
た
伝
統
工
芸
品
の
魅
力
を
伝

え
る
展
示
販
売
ブ
ー
ス
も
設
置

さ
れ
た
。

　

主
催
者
代
表
の
ド
ラ
ゴ
ン
山

本
さ
ん
は
「
海
外
日
本
人
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
団
結
、
す
な
わ
ち

TEAM JAPAN

の
形
成
を
ミ

ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
、
イ
ベ
ン
ト

の
日
は
も
ち
ろ
ん
、
３
６
５
日

を
通
じ
て
日
本
食
フ
ァ
ン
と
日

本
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
結
ぶ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
こ
れ
か
ら

も
全
力
を
注
い
で
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　

獺
祭
ブ
ル
ー
は
鹿
児
島
和
牛

の
串
焼
き
と
鰻
丼
、
オ
リ
オ
ン

ビ
ー
ル
は
大
戸
屋
の
花
寿
司
と

日
本
産
ホ
タ
テ
寿
司
、
黒
霧
島

は
鰻
と
和
牛
、
赤
霧
島
は
唐
揚

げ
、
日
本
産
ホ
タ
テ
寿
司
、
ス

フ
レ
パ
ン
ケ
ー
キ
、
澪
ス
パ
ー

ク
リ
ン
グ
酒
に
は
ス
フ
レ
パ
ン

ケ
ー
キ
と
花
寿
司
の
ペ
ア
リ
ン

グ
だ
っ
た
。

楽しい！
美味しい！
酒もうまい！
ジャパンFes大盛況

若
者
１
０
０
０
人

イ
ン
ド
ア
大
会
に

大
人
気
の
ホ
タ
テ
寿
司

来場者に日本酒を笑顔で振る舞う

ヤングな JAPAN着物娘たち

 日本クラブからのお知らせ
■国際女性デー・パネルディスカッション＆
ネットワーキングイベント 2024

 ○日時：3月 6日（水） 6:30～ 8:30PM 
 ○参加費：会員 $25/一般 $35（軽食 &ドリンク付き）
 ○会場：日本クラブ 2階 ローズルーム
 今年は『海外で働くという選択肢』をテーマに開催いた
します。日本とアメリカで活躍するパネリスト 6名をお
迎えし、「海外で働くことの意義」、「メリットとデメリッ
ト」など、ご自身の経験を踏まえてディスカッションし
ていただきます。また、後半はパネリストを交えたネッ
トワーキングをお楽しみいただきます。詳細・お申し込
みは www.nipponclub.org （イベント欄）をご覧ください。
お問い合せは info@nipponclub.org まで。

■3月テニス大会・チーム対抗戦（オープンA、B、女子）
＜参加者募集中＞

 ○大会日時：
    3月 9日（土） 6PM～（トーナメント前半）
    3月 16日（土） 6PM～（トーナメント後半）
 ○開催場所：USTA National Tennis Center
 ○参加費（1人）：会員 $35/一般 $50（早割料金 2/25迄）、
会員 $40/一般 $60（2/26以降のお申し込み）

 3月大会「ANA杯」は全米オープンの開催地、USTAナ
ショナルテニスセンターで開催いたします。対抗戦は
オープン A、オープン B、女子の 3クラスに分けて行う
予定です（A・Bは男女混合可）。トーナメント形式によ
る勝ち抜き戦。1チーム 4名で、ユニークなチーム名を
付けてお申し込みください。（4人に満たない場合はご相
談ください。）最もユニークなチーム名を選ぶコンテス
トを行います。詳細・お申し込みは www.nipponclub.org 
（イベント欄）をご覧ください。お問い合わせは info@
nipponclub.org まで。

 The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 　www.nipponclub.org 

https://www.nipponclub.org/
mailto:kj.inter.artist@gmail.com
http://shinbashi72.com/
https://www.sakagura.com/eastvillage
http://jmart-usa.com/en/
http://newyork-apartment-realestate.com
https://minglesoho-ny.com/
https://www.hondag.com
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 ■日米ソーシャル・サービス( JAS
SI)＝(212)442-1541 ■日米カウン
セリングセンター＝(212)720-4560 
■教育文化交流センター教育相談室＝
(914)305-2411 ■ウーマンカインド＝
DV日本語ホットライン(888)888-7702
 ■アガペハウス＝世界規模の駆け込
み寺「日本語110番」: www.Jhelp.com

「たすけて」■APICHA＝(866)274-
2429■乳がん相談 BCネットワーク
＝info@bcnetwork.org■NY日本人教
育審議会＝(914)921-0350■同機関
運営＝NY日本人学校(203)629-9039
 ■NJ日本人学校＝(201)405-0888
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　
　

最
近
、
サ
セ
ッ
ク
ス
公
爵

ヘ
ン
リ
ー
王
子
が
米
国
民
で
あ

る
メ
ガ
ン
妃
と
結
婚
し
て
か
ら

４
年
た
ち
、
米
国
市
民
権
を
考

え
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

が
メ
デ
ィ
ア
で
騒
が
れ
て
い
ま

す
。米
国
で
永
住
権
を
取
得
し
、

こ
の
ま
ま
米
国
に
居
住
し
本
国

に
帰
国
す
る
予
定
が
な
い
、
日

本
人
ま
た
は
他
の
国
の
人
と
結

婚
し
て
配
偶
者
に
な
る
人
に
永

住
権
を
与
え
た
い
と
か
、
米
国

に
住
ん
で
選
挙
権
と
か
を
得
た

い
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

永
住
権
か
ら
市
民
権
取
得
を
目

指
す
方
々
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
今
回
は
、
市
民
権
の
取
得

方
法
と
、
取
得
後
の
対
応
な
ど

を
ご
説
明
し
ま
す
。

　
「
市
民
権
取
得
方
法
」

（
１
）
条
件

・
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

・
永
住
権
を
保
持
し
て
か
ら
市

民
権
申
請
前
に
少
な
く
と
も
５

年
間
米
国
に
継
続
的
に
居
住
し

て
い
た
こ
と
。

・
米
国
市
民
と
の
結
婚
で
永
住

権
を
取
得
し
た
場
合
は
、
市
民

権
申
請
前
の
少
な
く
と
も
３
年

間
は
米
国
に
継
続
的
に
居
住
し

て
、
ま
た
結
婚
も
継
続
し
て
い

る
こ
と
。

・
申
請
前
の
５
年
間
の
う
ち
少

な
く
と
も
30
か
月
、
米
国
に
居

住
し
て
い
た
こ
と
（
ま
た
は
米

国
市
民
と
の
結
婚
で
永
住
権
を

取
得
し
た
場
合
は
、
申
請
前
の

18
か
月
は
継
続
的
に
米
国
に
居

住
し
て
い
た
こ
と
）。

・
申
請
前
の
５
年
間
は
何
も
犯

罪
お
よ
び
不
道
徳
と
み
な
さ
れ

る
行
為
を
し
た
こ
と
が
な
い
。

・
米
国
の
憲
法
の
原
則
お
よ
び

理
想
を
理
解
し
、
基
本
的
な
英

語
の
読
み
・
書
き
・
話
し
が
可

能
。

・
米
国
の
歴
史
、
政
府
組
織
の

原
則
や
形
を
理
解
し
て
い
る
こ

と
。

・
米
国
に
忠
誠
を
誓
う
こ
と
。

（
２
）
申
請
フ
ォ
ー
ム
と
申
請

費
用
― Form N-400
、
申
請

費
用
は
６
４
０
ド
ル
。
75
歳
未

満
の
場
合
は
85
ド
ル
の
生
態
情

報
摂
取
費
用
も
移
民
局
に
支
払

う
。

（
３
）
申
請
方
法

・
移
民
局
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ

ト
か
ら
申
請
す
る
。

・
申
請
フ
ォ
ー
ム
を
移
民
局
の

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
、
上
記
の
費
用
分
の
小
切
手

と
必
要
書
類
を
郵
送
で
提
出
す

る
。

申
請
方
法
や
必
要
書
類
は
移
民

局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.uscis.gov/n-400

を
参

照
。

（
４
）
英
語
の
語
学
テ
ス
ト
お

よ
び
基
本
的
な
知
識
テ
ス
ト
を

受
け
る
。

（
５
）
宣
誓
式
― 

移
民
局
か
ら

知
ら
せ
を
受
け
、
所
定
さ
れ
た

場
所
と
日
時
に
行
う
。
米
国
市

民
と
な
っ
た
証
明
書
を
受
け
取

る
。

　

以
上
が
米
国
市
民
権
申
請
、

取
得
ま
で
の
道
の
り
で
す
。
気

を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
の

は
、
米
国
市
民
権
を
取
得
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
国
に
よ
っ
て

は
生
ま
れ
た
国
の
国
籍
を
失
う

こ
と
で
す
。
例
え
ば
日
本
は
二

重
国
籍
を
認
め
て
い
ま
せ
ん
。

米
国
市
民
権
つ
ま
り
米
国
籍
を

得
た
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
国
籍

を
失
い
ま
す
。
よ
く
日
本
と
米

国
の
２
つ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持

っ
て
自
由
に
米
国
と
日
本
を
行

き
来
し
て
い
る
と
い
う
話
を
伺

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本

で
二
重
国
籍
を
認
め
て
い
る
の

は
21
歳
未
満
の
子
供
の
み
で

す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
を
申
請
す
る

際
に
申
請
書
類
に
「
現
在
外
国

の
国
籍
を
所
有
し
て
い
ま
す

か
」と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
「
は
い
」
と
返
答
し
て

21
歳
以
上
だ
っ
た
場
合
は
、
日

本
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
取
得
で
き

ま
せ
ん
。
な
お
、
上
記
の
ヘ
ン

リ
ー
王
子
の
場
合
、
英
国
で
は

21
歳
以
上
の
二
重
国
籍
を
認
め

て
い
ま
す
が
、
米
国
籍
を
取
得

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
英
国
で
の

貴
族
の
称
号
を
放
棄
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
）

米
国
市
民
権
を
申
請
す
る
方
法
と
そ
の
後
の
状
況

　

令
和
５
年
秋
の
叙
勲
に
お
い

て
、
旭
日
中
綬
章
を
受
章
し
た

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
日
本
経
済
経
営
研
究
セ

ン
タ
ー
所
長
の
デ
イ
ビ
ッ
ド
・

Ｅ
・
ワ
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
教
授

へ
の
叙
勲
伝
達
式
が
15
日
夕
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
公
邸
で

行
わ
れ
た
。

　

同
氏
に
対
す
る
功
績
は
、
日

本
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
間
の
学

術
交
流
及
び
相
互
理
解
の
促
進

に
寄
与
こ
と
で
、
専
門
家
と
し

て
の
深
い
学
術
的
造
詣
を
通

じ
、
我
が
国
経
済
に
関
わ
る
多

数
の
論
文
を
執
筆
し
た
。ま
た
、

日
本
経
済
・
経
営
シ
ス
テ
ム
の

研
究
に
特
化
し
た
大
学
所
属
研

究
機
関
で
あ
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
日
本
経

済
経
営
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
長

を
長
ら
く
務
め
、
米
国
に
お
け

る
日
本
経
済
研
究
の
振
興
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

さ
ら
に
、
日
本
の
経
済
学
者
や

政
府
関
係
者
と
米
国
の
経
済
学

者
が
議
論
・
交
流
す
る
国
際
コ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
も
長
年
に
わ

た
り
登
壇
し
、
日
米
間
の
研
究

交
流
促
進
に
貢
献
し
た
。
こ
れ

ら
は
、
日
本
経
済
や
経
済
政
策

に
関
す
る
議
論
の
質
を
高
め
た

と
し
て
い
る
。

　

当
日
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領

事
の
森
美
樹
夫
大
使
か
ら
賞
状

と
勲
章
が
伝
達
さ
れ
た
。
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
日
本
経
済
経
営
研
究
セ
ン
タ

ー
を
設
立
し
た
ヒ
ュ
ー
・
パ
ト

リ
ッ
ク
教
授
の
祝
辞
で
乾
杯
。

当
日
は
多
く
の
卒
業
生
が
日
米

か
ら
集
ま
り
、
恩
師
の
叙
勲
を

祝
っ
た
。

森
大
使
か
ら
勲
章
を
伝
達
さ
れ
た
ワ
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
教
授
（
左
）

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

日
本
経
済
経
営
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

ワ
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
教
授
に
旭
日
中
綬
章

　

Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
（
三
木
伸
夫
会
長
）
で
1
月

初
旬
に
能
登
半
島
地
震
被
災
地

救
済
基
金
を
立
ち
上
げ
、以
来
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
募
金
呼
び
掛

け
、
街
頭
募
金
、
グ
ロ
ッ
サ
リ

ー
等
へ
の
募
金
箱
設
置
、
今
月

３
日
に
は
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
来
た
が

こ
の
度
目
標
の
2
万
ド
ル
に
達

し
、
17
日
電
信
送
金
し
た
。
救

済
基
金
の
送
り
先
は
石
川
、
富

山
、
福
井
3
県
を
管
轄
す
る
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

３
３
４
Ｄ
地
区
本
部
。
被
災
地

救
済
、
支
援
に
必
要
な
物
資
購

入
な
ど
に
充
て
ら
れ
る
。
Ｎ
Ｙ

日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
元

会
長
、
伊
藤
リ
キ
さ
ん
が
被
災

地
を
訪
問
し
、
2
月
20
日
、
大

き
な
被
害
を
受
け
た
七
尾
市
、

穴
水
町
な
ど
を
視
察
し
た
。
同

日
に
は
被
災
地
3
県
を
管
轄
す

る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協

会
３
３
４-

Ｄ
地
区
本
部
の
小

出
進
ガ
バ
ナ
ー
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
か
ら
の
支
援
金
２
万
ド
ル
を

手
渡
し
た
。
ま
た
、
地
震
発
生

以
来
の
1
か
月
以
上
に
わ
た
る

Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
支
援
活
動
に
関
し
て
北
國
新

聞
社
の
取
材
を
受
け
た
。
同
ク

ラ
ブ
で
は
17
日
最
後
の
街
頭
募

金
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋

書
店
前
で
行
い
、　

石
川
県
出

身
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
俳
優
・

由
水 

南
さ
ん
、
Ｎ
Ｙ
石
川
県

人
会
の
宮
本
ボ
ー
グ
麗
会
長
や

特
別
出
演
の
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
も

募
金
運
動
に
参
加
し
て
支
援
を

呼
び
か
け
た
。

　

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）
は
能
登
半
島

地
震
被
災
者
救
済
寄
付
金
付
金

を
受
け
付
け
て
い
る
。
寄
付
金

は”NY Japanese-American 
Lions Club Charities, Inc. 
(JALCC)” 

を
通
じ
て
被
災
地

最
前
線
に
位
置
す
る
「
国
際
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
石
川
県
・
富

山
県
・
福
井
県
・
地
区
本
部
」

に
届
け
ら
れ
、
被
災
さ
れ
た
人

の
生
活
支
援
や
再
建
の
た
め
に

被
災
地
で
役
立
て
ら
れ
る
。

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
で
は
、
能
登
半

島
地
震
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け

ら
れ
た
被
災
者
の
方
々
を
支
援

す
る
た
め
の
支
援
金
を
3
月
29

日 (

金) 

ま
で
募
集
す
る
。
小

切
手
の
宛
先
を「JASSI

」と
し
、

次
の
住
所
ま
で
郵
送
。

Japanese American Social 
Services, Inc.
100 Gold Street, Lower 
Level

New York, NY 10038

　

メ
モ
欄
に JASSI Noto 

Earthquake Relief Fund 

と 

明
記
。
オ
ン
ラ
イ
ン
は

https://jassi.org/%E5%A
F%84%E4%BB%98%E3%
81%AE%E6%96%B9%E6
%B3%95/

訂
正
本
紙
２
月
10
日
号
で
報
じ

た
帰
省
中
に
地
震
に
遭
っ
た
小

山
秀
子
さ
ん
の
報
告
記
事
中
、

出
身
地
が
金
沢
市
と
な
っ
て
い

た
の
は
七
尾
市
の
誤
り
で
し

た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

被
災
地
に
２
万
ド
ル
届
け
る

Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
リ
キ
さ
ん

JASSI も

生活支援と再建

大
使
公
邸
で
伝
達
式

　

ポ
ケ
モ
ン
・
カ
ン
パ
ニ
ー
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
27

日
（
火
）
の
日
没
か
ら
午
前
２

時
ま
で
、
ポ
ケ
モ
ン
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
青
と
黄
色
で
エ
ン
パ
イ

ア
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
を
行
う
。
ポ
ケ
モ
ン
が
日

本
で
生
ま
れ
て
か
ら
28
周
年
を

祝
う
「
ポ
ケ
モ
ン
の
日
」
と
、

３
月
７
日
か
ら
米
国
で
公
開
さ

れ
る
ア
ニ
メ
「
ポ
ケ
モ
ン
ホ

ラ
イ
ゾ
ン
：
ザ
・
シ
リ
ー
ズ
」

（Netfl ix 

の
み
で
初
公
開
）
を

記
念
し
た
も
の
。

　

同
社
は
ポ
ケ
モ
ン
の
日
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と
す
る

慈
善
団
体
ザ
・
ト
イ
・
フ
ァ
ウ

ン
デ
ー
シ
ョ
ン
に
１
万
ド
ル
を

寄
付
し
、
支
援
を
必
要
と
す
る

子
供
達
や
そ
の
家
族
を
支
援
す

る
。
そ
の
時
間
帯
に
ビ
ル
に
向

か
う
と
、Pokémon GO

の
限

定
コ
ン
テ
ン
ツ
に
ア
ク
セ
ス
で

き
た
り
、
時
間
指
定
の
再
探
索

タ
ス
ク
に
参
加
で
き
た
り
、
ま

た
等
身
大
の
ピ
カ
チ
ュ
ウ
に
遭

遇
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。

エンパイアステートビル
ポケモンカラーに
２月 27 日ライトアップ

生
誕
28
周
年
記
念

ア
ニ
メ
公
開
祝
う

Ｎ
Ｙ
で
の
募
金
活
動
を
報
告

被
災
地
３
県
を
管
轄
す
る
小
出
ガ
バ
ナ
ー
に
Ｎ
Ｙ
か
ら
の
寄
付
金

を
手
渡
す
伊
藤
リ
キ
元
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
（
左
）

寄付受付開始

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
２
月
14

日
、「
子
供
に
有
害
な
コ
ン
テ

ン
ツ
を
垂
れ
流
し
、
青
少
年
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
危
機
を
助
長

し
て
い
る
」
と
し
て
ス
ナ
ッ
プ

チ
ャ
ッ
ト
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、
テ
ィ
ッ
ク
ト

ッ
ク
を
運
営
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
企
業

を
告
訴
し
た
。
こ
の
訴
訟
は
、

市
保
健
精
神
衛
生
局
、
市
教
育

省
、
市
ヘ
ル
ス
＋
ホ
ス
ピ
タ
ル

に
よ
っ
て
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郡
の

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
高
等
裁
判
所

に
起
こ
さ
れ
た
。

　

ア
ダ
ム
ス
市
長
室
に
よ
れ

ば
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
子
供
や

青
少
年
を
操
作
し
中
毒
に
さ
せ

る
目
的
で
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
意
図
的
に
設
計
し
て
い
る
と

い
う
。
訴
状
で
は
現
状
の
変
更

を
求
め
る
と
当
時
に
、
予
防
教

育
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
治
療
に

資
金
を
提
供
す
る
救
済
と
補
償

的
お
よ
び
懲
罰
的
損
害
賠
償
を

求
め
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
市
Ｓ
Ｎ
Ｓ
提
訴

「
子
供
に
有
害
内
容
」

https://www.maxjob.com/
https://www.naturalhealingartists.com/
mailto:info@bcnetwork.org%E2%96%A0NY%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E6%95%99
http://www.nyseikatsu.com
http://www.Jhelp.com
https://www.uscis.gov/n-400
https://www.uscis.gov/n-400
https://www.uscis.gov/n-400
https://www.uscis.gov/n-400
https://www.uscis.gov/n-400
https://www.uscis.gov/n-400
https://jassi.org/%E5%AF%84%E4%BB%98%E3%81%AE%E6%96%B9%E6%B3%95/


（5）　　 ［社　会］ 2024年（令和 6年）2月 24日（土）

　

皆
さ
ん
は
機
内
で
ど
の
よ
う

な
飲
み
物
を
オ
ー
ダ
ー
し
ま

す
か
？
今
日
は
「 Dr. Pepper

と
英
語
で
言
っ
た
ら
、
全
く
通

じ
な
く
て
困
っ
た
」
と
い
う
ご

相
談
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
最

も
簡
単
に
通
じ
さ
せ
る
た
め
の

コ
ツ
を
２
点
だ
け
、
説
明
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
多
分
一
番
問
題
と
な

っ
て
い
る
の
は
日
本
語
リ
ズ
ム

の
影
響
で
す
。
日
本
語
で
ド
ク

タ
ー
ペ
ッ
パ
ー
と
い
う
と
、「
ド

ク
」
が
低
く
弱
く
、
そ
し
て
短

く
聞
こ
え
、「
タ
ー
」
が
高
く
、

そ
し
て
長
く
て
目
立
ち
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
英
語
で
は
、Doc

が
強
く
膨
ら
み
、tor 

が
弱
く
短
く

な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
強
弱
リ

ズ
ム
は
英
語
が
通
じ
る
た
め
に
、

と
て
も
重
要
で
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、「
英
語

に
小
さ
い
『
ッ
』
の
リ
ズ
ム
が

な
い
」
と
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
日
本
語
で
ペ
ッ
パ
ー
と
発

音
す
る
と
、
途
中
に
入
る
小
さ

な「
ッ
」の
印
象
を
受
け
て「
ペ

ッ
」
と
短
く
音
を
切
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、Pepper

の
初
め

の
音
節
は
強
く
、
も
っ
と
音
が

丸
く
膨
ら
み
ま
す
。

　

リ
ズ
ム
を
単
独
で
整
え
る
の

は
難
し
い
の
で
、
実
際
の
発
音

の
仕
方
と
リ
ズ
ム
の
作
り
方
を

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
動
画
で
説
明
し

ま
し
た
。
日
頃
機
内
や
レ
ス
ト

ラ
ン
で
オ
ー
ダ
ー
す
る
飲
み
物

や
食
べ
物
に
つ
い
て
は
、
発
音

で
き
る
よ
う
に
事
前
に
練
習
し

て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者/

講
師
。「
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
」著
者
。
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Dr. Pepper が
通じない

　

シ
ェ
フ
と
顧
客
の
関
係
を
離

れ
、
個
人
的
に
デ
イ
ビ
ッ
ド
・

ブ
ー
レ
イ
に
出
会
っ
た
の
は

９
・
11
の
数
週
間
後
、
や
っ
と

現
場
周
辺
の
取
材
が
解
禁
さ
れ

た
時
だ
っ
た
。

　

ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
の
彼
の
レ
ス

ト
ラ
ン
「
ブ
ー
レ
イ
」
は
世
界

貿
易
セ
ン
タ
ー
か
ら
７
ブ
ロ
ッ

ク
北
の
封
鎖
地
域
内
。
営
業
な

ど
で
き
な
い
の
に
店
の
前
で
オ

ー
ト
バ
イ
脇
に
立
ち
な
が
ら
卵

50
箱
、
ヒ
ラ
メ
40
キ
ロ
と
携
帯

電
話
で
注
文
し
て
い
る
。
聞
け

ば
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
で
救
助

隊
ら
作
業
員
た
ち
に
炊
き
出
し

を
し
て
い
る
の
だ
と
言
う
。「
み

ん
な
温
か
い
料
理
に
飢
え
て
い

る
。
私
は
シ
ェ
フ
だ
か
ら
」

　
「
ブ
ー
レ
イ
」
は
90
年
代
を

通
し
て
世
界
で
最
も
美
味
し
い

店
の
１
つ
だ
っ
た
。
ボ
キ
ュ
ー

ズ
や
ロ
ビ
ュ
シ
ョ
ン
や
ジ
ラ
ル

デ
で
修
業
し
た
彼
の
料
理
は
ト

マ
ト
水
や
香
草
や
果
実
を
多
用

し
て
軽
や
か
で
優
し
く
、
そ
の

初
の
食
体
験
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ

ト
を
ア
メ
リ
カ
に
持
ち
込
ん
だ

の
も
ブ
ー
レ
イ
だ
。フ
ル
ト
ン
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
魚
は
使
え
な
い

と
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
チ
ャ

タ
ム
に
ト
ラ
ッ
ク
を
乗
り
付
け

漁
師
か
ら
直
接
買
い
付
け
を
始

め
た
の
も
彼
だ
し
、
漁
師
た
ち

に
日
本
で
学
ん
だ
神
経
締
め
を

教
え
た
の
も
彼
だ
。
ダ
イ
バ
ー

た
ち
に
潜
っ
て
ホ
タ
テ
を
取
る

こ
と
を
注
文
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
ハ
ー
ブ
エ
キ
ス
・
オ
イ
ル
も

発
明
し
た
。
バ
タ
ー
と
ク
リ
ー

ム
に
頼
ら
な
い
ヌ
ー
ベ
ル
・
キ

ュ
イ
ジ
ー
ヌ
は
、
ア
メ
リ
カ
で

は
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ブ
ー
レ
イ
か

ら
始
ま
っ
た
。

　

そ
ん
な
天
才
シ
ェ
フ
が
９
・

11
後
、
毎
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

二
万
食
も
の
食
事
を
現
場
で
提

供
し
て
い
た
。
ま
だ
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
タ
イ
ム
ズ
も
書
い
て
い
な

い
そ
の
話
を
、
私
は
日
本
の
メ

デ
ィ
ア
に
書
い
た
。
そ
れ
か
ら

私
た
ち
は
友
人
に
な
っ
た
。

　

そ
の
こ
ろ
の
彼
は
食
の
新
た

な
可
能
性
と
し
て
の
日
本
食
に

傾
倒
し
て
い
て
、
ほ
ぼ
毎
日
私

に
日
本
文
化
の
あ
れ
こ
れ
を
質

問
し
続
け
た
。
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
何
度
も
一
緒
に
訪
日
し

て
は
食
材
や
調
理
法
を
探
し
歩

い
た
。
当
時
の
園
力
氏
の
「
饗

屋
」
や
西
原
理
人
氏
の
「
嘉
日
」

と
と
も
に
、
初
め
て
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
（
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ

に
）
ス
シ
で
も
テ
ン
プ
ラ
で
も

な
い
本
当
の
会
席
・
懐
石
料
理

の
流
れ
が
始
ま
っ
た
の
は
、
彼

が
２
０
１
１
年
に
旗
艦
店
隣
に

辻
調
理
師
専
門
学
校
の
辻
芳
樹

氏
と
山
田
勲
シ
ェ
フ
の
創
作
会

席「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ス
ト
ロ
ー
ク
」

を
開
い
て
か
ら
だ
っ
た
。

　

日
本
が
大
好
き
で
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災

の
際
に
は
半
年
後
に
ダ
ニ
エ

ル
・
ブ
ー
ル
ー
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
シ
ェ
フ
９
人
で
釜
石
ま
で

飛
ん
だ
。
友
人
で
も
あ
る
中
華

の
脇
屋
友
詞
氏
の
ト
ン
ポ
ー
ロ

ー
に
自
身
の
ト
リ
ュ
フ
ソ
ー
ス

を
か
け
た
ブ
ー
レ
イ
の
料
理
は

数
千
人
の
被
災
市
民
を
感
動
さ

せ
た
。
２
０
１
５
年
に
は
農
水

省
か
ら
「
日
本
食
普
及
親
善
大

使
」
外
国
人
第
一
号
を
任
命
さ

れ
て
と
て
も
嬉
し
そ
う
だ
っ

た
。
こ
の
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」

紙
上
で
も
日
本
人
読
者
向
け
に

特
別
ラ
ン
チ
コ
ー
ス
を
格
安
提

供
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。

　

朝
起
き
た
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
友
人
た
ち
か
ら
何
通
も
メ

ー
ル
が
届
い
て
い
た
。
私
の
25

年
間
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
で

最
も
親
し
く
大
切
な
友
人
だ
っ

た
デ
イ
ビ
ッ
ド
の
訃
報
。
前
日

ま
で
、
私
と
４
月
の
来
日
の
打

ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
の
に
。

　

妻
ニ
コ
ー
ル
に
よ
れ
ば
２
月

12
日
、
大
雪
の
天
気
予
報
の
前

に
ス
タ
ッ
フ
２
人
と
コ
ネ
チ
カ

ッ
ト
州
ケ
ン
ト
の
自
宅
の
庭
や

木
々
の
整
備
を
し
た
後
に
ワ
イ

ン
や
食
事
で
歓
談
中
に
不
意
に

倒
れ
た
。
病
院
に
運
ば
れ
た
が

13
日
未
明
、
死
亡
が
宣
告
さ
れ

た
。「
心
臓
発
作
」
と
報
道
さ

れ
た
が
、
彼
は
50
代
終
わ
り
に

遺
伝
性
の
不
整
脈
を
診
断
さ
れ

て
い
た
。
左
制
動
脚
ブ
ロ
ッ
ク

と
呼
ば
れ
、
心
室
と
の
電
気
的

連
動
が
ズ
レ
る
症
状
。
不
意
の

心
停
止
。
ど
う
し
よ
う
も
な
か

っ
た
。
70
歳
だ
っ
た
。

　

葬
儀
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到

着
し
た
。（
武
藤
芳
治
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
）

　

写
真
＝
何
度
も
訪
れ
た
京
都

で
、
大
好
き
だ
っ
た
「
天
ぷ
ら

松
」
の
松
野
俊
雄
シ
ェ
フ
（
後

列
左
端
）
ら
ス
タ
ッ
フ
と
会
食

し
た
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ブ
ー
レ
イ

氏
（
前
列
中
央
）
と
ニ
コ
ー
ル
さ

ん
（
そ
の
左
）
＝
２
０
１
９
年

10
月
「
下
鴨
茶
寮
」
に
て
筆
者

（
前
列
右
か
ら
２
人
目
）
写
す
。

ー
た
ち
は
「
ブ
ー
レ
イ
・
マ
ジ

ッ
ク
」
と
呼
ん
だ
。

　

彼
の
出
現
以
前
に
ア
メ
リ
カ

は
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
メ
ニ
ュ

ー
も
ワ
イ
ン
・
ペ
ア
リ
ン
グ
も

知
ら
な
か
っ
た
。
数
種
類
も
の

パ
ン
を
レ
ス
ト
ラ
ン
厨
房
内
で

焼
く
こ
と
も
な
か
っ
た
。
誰
も

が
驚
い
た
ポ
テ
ト
・
ピ
ュ
レ
の

原
料
フ
ィ
ン
ガ
リ
ン
グ
・
ポ
テ

さ
よ
う
な
ら
、
デ
イ
ビ
ッ
ド

国連学校春祭りピンチ国連学校春祭りピンチ
日本語学ぶアメリカ人高校生 300 人

楽
し
み
の
お
弁
当
今
年
は
我
慢
？

「
な
ん
と
か
寄
付
で
」

実
行
委
員
会
が
奔
走
中

ク
ラ
フ
ァ
ン
立
ち
上
げ

　

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ
ン
タ

を
拠
点
と
す
る
害
虫
駆
除
会
社

オ
ー
キ
ン
は
１
月
22
日
、
ベ
ッ

ド
バ
グ
（
ト
コ
ジ
ラ
ミ
）
の
被

害
が
最
も
多
い
都
市
の
ラ
ン
キ

ン
グ
を
発
表
し
、
Ｎ
Ｙ
市
は
シ

カ
ゴ
に
次
い
で
２
位
だ
っ
た
。

　

同
社
は
、
２
０
２
２
年
12
月

１
日
か
ら
23
年
11
月
30
日
に
主

要
都
市
で
行
っ
た
駆
除
作
業
の

件
数
を
比
較
し
た
。
上
位
10
位

は
次
の
通
り
。
３
位
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
、
４
位
オ
ハ
イ
オ

州
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド-

ア
ク
ロ

ン
、
５
位
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
６

位
デ
ト
ロ
イ
ト
、
７
位
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
、
８
位
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
ポ
リ
ス
、
９
位
ノ
ー
ス
カ
ロ

ラ
イ
ナ
州
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
、
10

位
イ
リ
ノ
イ
州
シ
ャ
ン
ペ
ー

ン
。
ベ
ッ
ド
バ
グ
は
、
大
き
さ

３
／
16
イ
ン
チ
、
赤
茶
で
、
餌

の
血
液
に
あ
り
つ
け
な
く
て
も

数
か
月
生
息
す
る
ほ
ど
耐
性
が

強
く
、
同
社
に
よ
る
と
「
人
の

目
で
確
認
で
き
る
が
隠
れ
る
こ

と
が
と
て
も
う
ま
い
」
と
い

う
。
家
具
の
隙
間
や
布
団
、
ベ

ッ
ド
の
隅
な
ど
に
隠
れ
、
夜
間

に
這
い
出
て
人
や
動
物
を
吸
血

す
る
。
病
気
や
細
菌
の
感
染
は

な
い
が
、
刺
さ
れ
る
と
激
し
い

痒
み
や
発
熱
を
伴
う
こ
と
も
あ

る
。
雌
は
１
日
最
高
５
個
産
卵

し
、
一
生
涯
で
最
高
５
０
０
個

産
卵
で
き
る
。
昨
年
は
パ
リ
や

韓
国
で
も
大
発
生
し
、
日
本
は

生
活
環
境
の
改
善
で
減
少
し
て

い
た
が
東
京
都
や
大
阪
府
で
再

び
急
増
し
た
。
同
社
は
対
策
と

し
て
日
中
に
、
ベ
ッ
ド
バ
グ
が

潜
ん
で
い
そ
う
な
マ
ッ
ト
レ
ス

の
タ
グ
や
縫
い
目
、
コ
ン
セ
ン

ト
、
写
真
や
絵
の
額
な
ど
を
点

検
す
る
こ
と
を
す
す
め
て
い

る
。
隠
れ
場
に
な
る
散
乱
物
を

減
ら
す
。
中
古
の
家
具
は
自
宅

に
運
ぶ
前
に
点
検
す
る
。
殺
虫

剤
以
外
で
も
、
ベ
ッ
ド
バ
グ
は

暑
さ
に
弱
い
の
で
、
潜
ん
で
い

そ
う
な
場
所
に
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を

30
〜
45
分
ほ
ど
当
て
る
。

ベ
ッ
ド
バ
グ
被
害
Ｎ
Ｙ
は
全
米
２
位 

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
、
コ
ネ
チ
カ
ッ

ト
州
で
日
本
語
を
学
ぶ
生
徒
が

一
堂
に
会
す
る
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｊ

春
祭
り
」
が
４
月
11
日
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
国
際
学
校
で

開
催
さ
れ
る
が
、
今
年
は
場
所

代
が
高
騰
し
た
た
め
、
実
行
委

員
会
は
、
春
祭
り
運
営
の
寄
付

を
募
る
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
立
ち
上
げ
た
。

　

今
年
は
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
優
勝
者
に
送
ら
れ
る
航
空
券

の
寄
付
も
得
ら
れ
て
い
な
い
ほ

か
昨
年
は
参
加
費
13
ド
ル
を
徴

収
し
て
運
営
費
と
弁
当
代
に
充

て
た
が
、
現
状
で
は
参
加
費
を

値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
ず
、
生
徒

に
よ
っ
て
は
参
加
を
諦
め
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
。

　

こ
の
祭
り
は
１
９
９
４
年
以

来
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
年
で
29

回
目
を
迎
え
る
。
約
15
校
か
ら

３
０
０
人
以
上
の
生
徒
と
約
50

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
い
、

日
本
文
化
体
験
や
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
が
行
わ
れ
て
い
る
。
実
行
委

員
会
は
「
生
徒
た
ち
に
楽
し
い

春
祭
り
を
体
験
し
て
も
ら
い
、

で
き
れ
ば
和
食
ラ
ン
チ
も
提
供

し
た
い
。
そ
こ
で
今
年
初
め
て

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

始
め
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し

た
。
生
徒
か
ら
の
参
加
費
に
足

す
形
で
、
５
〜
８
ド
ル
程
度
を

寄
付
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
お

弁
当
の
購
入
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
目
標
額
は
４
０
０
０
ド
ル

で
す
」
と
寄
付
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

　

寄
付
先
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

www.gofundme.com

か
ら

harumatsuri

で
検
索
。
同
祭

り
に
関
す
る
寄
付
な
ど
問
い

合
わ
せ
は
実
行
委
員
会
の
Ｅ

メ
ー
ルnectjharumatsuri@
gmail.com

ま
で
。

tel:2122136069
http://kkobo.com/
https://artofhaiku.org/
http://www.gofundme.com
http://www.gofundme.com
http://www.gofundme.com
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弊
社
の
広
告
に
掲
げ
て
い
る

「
勇
気
と
自
由
の
た
め
の
免
疫

力
」で
す
が
、何
の
こ
っ
ち
ゃ
？

っ
と
思
っ
て
い
る
方
も
少
な
く

な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ

こ
に
ご
説
明
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

先
ず
、
免
疫
力
に
関
す
る
誤

解
を
解
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

牧
子
メ
ソ
ッ
ド
―
姿
勢
バ
ラ
ン

ス
ヒ
ー
リ
ン
グ
と
し
て
、
私
の

健
康
に
関
す
る
考
え
を
ま
と
め

て
い
く
上
で
、
病
気
と
は
何

か
？
治
癒
と
は
何
か
？
と
い
う

疑
問
を
追
及
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
自
然
と
、
免
疫
力
と

は
何
か
？
と
い
う
疑
問
へ
と
発

展
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
が
、

免
疫
力
は
病
気
を
予
防
・
回
復

す
る
力
と
、
シ
ン
プ
ル
に
考
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
免
疫
力
の
ほ
ん
の
一
部
の
力

な
の
で
す
。

　

免
疫
力
と
は
「
自
分
は
誰

か
？
」、
つ
ま
り
自
己
そ
の
も

の
で
す
。
そ
し
て
、
ボ
デ
ィ
、

マ
イ
ン
ド
、
ソ
ウ
ル
と
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
と
い
う
人
間
の
４
つ

の
側
面
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
融
合

さ
せ
た
自
己
の
要
が
、
免
疫
シ

ス
テ
ム
で
す
。
健
全
な
免
疫
シ

ス
テ
ム
を
持
つ
人
は
、
高
い
免

疫
力
を
生
み
出
せ
、
不
健
全
な

シ
ス
テ
ム
を
持
つ
人
は
、
そ
の

免
疫
力
も
そ
れ
に
等
し
い
の
で

す
。
免
疫
シ
ス
テ
ム
は
能
力
で

す
か
ら
、
能
力
は
あ
っ
て
も
、

使
わ
な
い
と
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
時
、
正
し
く

使
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

免
疫
シ
ス
テ
ム
の
役
割
は
、

①
自
己
と
非
自
己
を
区
別
す

る
、
②
非
自
己
で
も
自
己
に
成

り
得
る
場
合
は
、
そ
れ
を
消
化

し
（
噛
み
砕
い
て
中
和
し
、
自

己
増
強
の
た
め
に
使
え
る
状
態

に
合
成
す
る
）、
③
自
己
の
敵

で
あ
る
非
自
己
は
、
そ
の
毒
性

を
不
活
性
化
し
排
除
す
る
。
こ

れ
ら
の
役
割
を
果
た
し
、
常
に

新
し
い
非
自
己
を
認
識
し
、
即

時
対
応
す
る
自
己
防
衛
設
備
と

い
う
こ
と
で
す
。
自
然
の
掟
を

厳
守
し
て
生
ま
れ
て
き
た
場

合
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
は
健
全
で

す
。
で
も
、
不
自
然
な
介
入
よ

っ
て
、
自
然
の
掟
を
守
ら
ず
に

生
ま
れ
て
き
た
場
合
は
、
後
天

的
に
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
免
疫
シ
ス
テ
ム
の

成
立
で
、
そ
の
90
％
の
機
能
を

腸
内
細
菌
が
担
い
ま
す
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
発
達
が
完
了
し
、

自
己
免
疫
力
を
作
り
出
せ
る
よ

う
に
な
る
の
は
２
歳
ご
ろ
か
ら

で
す
。
で
す
の
で
、
２
歳
前
は

免
疫
力
ゼ
ロ
と
考
え
る
べ
き
で

す
。
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
免
疫
力

を
高
め
る
た
め
に
は
、
多
く
の

敵
と
出
会
っ
て
そ
の
経
験
値
を

増
や
し
、
敵
の
性
質
と
そ
の
対

応
方
法
を
学
習
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
が
、
あ
の
、
赤

ち
ゃ
ん
の
時
の
「
な
め
回
し
」

の
行
動
で
、
自
分
の
周
り
の
非

自
己
に
関
す
る
体
験
学
習
な
の

で
す
。
２
歳
前
の
免
疫
力
ゼ
ロ

時
に
、
そ
の
代
わ
り
を
す
る
の

が
母
親
と
母
乳
で
す
。つ
ま
り
、

母
親
と
の
繋
が
り
は
、
免
疫
力

の
一
部
と
し
て
、
後
の
自
己
形

成
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

し
て
、
私
た
ち
は
、
人
間
性
の

核
で
あ
る
自
己
を
形
成
す
る
の

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
自
己
」

免
疫
シ
ス
テ
ム
と
呼
ぶ
わ
け
で

す
。
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
健
全
で

な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
に
サ
ワ
ー

ク
ラ
ウ
ト
を
食
べ
よ
う
が
、
プ

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ッ
ク
・
サ
プ
リ

メ
ン
ト
を
飲
も
う
が
、
免
疫
力

が
高
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、免
疫
力
の
強
さ
、

確
か
さ
を
元
に
、
自
分
は
誰

か
？
と
い
う
感
覚
を
捉
え
た
も

の
が
、
そ
の
人
の
心
の
形
成
で

も
あ
り
ま
す
。
自
信
を
高
め
よ

う
と
す
る
時
、
ボ
デ
ィ
と
マ
イ

ン
ド
を
分
け
て
、
も
の
の
考
え

方
だ
け
を
正
そ
う
と
頑
張
る
の

が
常
で
す
が
、
自
信
の
元
は
自

己
免
疫
シ
ス
テ
ム
で
す
の
で
、

フ
ィ
ジ
カ
ル
な
機
能
の
改
善
も

同
時
に
試
み
る
べ
き
で
す
。
ま

「
勇
気
と
自
由
の
た
め
の
免
疫
力
」
を
育
む

た
、
自
信
は
勇
気
で
あ
り
、
勇

気
は
自
信
の
元
で
す
。
自
己
防

衛
機
能
が
ま
と
も
に
機
能
せ
ず

に
、
勇
気
も
自
信
も
あ
る
わ
け

あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
勇
気

の
な
い
、自
信
の
な
い
人
間
が
、

自
由
を
感
じ
ら
れ
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
自
己
免
疫
シ
ス
テ
ム

は
、
自
己
を
全
て
の
し
が
ら
み

か
ら
解
放
す
る
勇
気
を
高
め
て

く
れ
る
免
疫
力
を
生
み
出
す
機

能
で
す
。

　

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米

国
栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

認
定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ

Ｐ
Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
「
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
」
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

　

今
回
の
調
査
は
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
の
経
済
回
復
期
に
住
宅
危
機

が
悪
化
の
一
途
で
あ
る
こ
と
を

示
し
た
。
新
規
建
設
を
抑
制
す

る
政
策
や
、
潜
在
的
な
住
宅
購

入
者
を
賃
貸
住
宅
に
押
し
や
っ

た
金
利
急
上
昇
が
空
室
率
の
急

低
下
を
助
長
し
た
と
見
ら
れ

る
。

　

住
宅
の
専
門
家
に
よ
れ
ば
市

は
数
十
万
戸
の
住
宅
を
建
設
す

る
必
要
が
あ
る
と
推
定
し
て
い

る
が
、
市
も
州
も
こ
の
住
宅
危

機
を
打
開
す
る
よ
う
な
施
策
は

打
ち
出
せ
て
い
な
い
状
態
だ
。

昨
年
、
ホ
ウ
ク
ル
州
知
事
が
郊

外
開
発
促
進
の
推
進
な
ど
を
州

議
会
に
提
案
し
た
が
、
可
決
で

き
な
か
っ
た
。
今
年
は
新
築
建

設
に
対
す
る
税
制
上
の
優
遇
措

置
や
テ
ナ
ン
ト
保
護
を
巡
り
、

不
動
産
業
界
、
労
働
組
合
、
テ

ナ
ン
ト
擁
護
団
体
の
間
で
議
論

が
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
。

　

ホ
ウ
ク
ル
州
知
事
は
今
回
の

調
査
結
果
を
受
け
て
、「
こ
の

危
機
を
抜
け
出
す
方
法
を
自
分

た
ち
で
構
築
す
る
し
か
な
い
」

と
声
明
を
出
し
た
。

　

ア
ダ
ム
ス
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
長
も
「
住
ま
い
の
需
要
が
住

宅
建
設
能
力
を
は
る
か
に
上
回

っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
対
策
の

必
要
性
を
訴
え
た
。
市
長
は
市

の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
規
定
の
全
面
見

直
し
を
行
う
こ
と
で
10
万
戸
ほ

ど
の
住
宅
が
建
設
可
能
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
市
議
会
で
今
秋

に
も
承
認
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
し
か
し
、
住
宅
専
門
家
ら

に
よ
れ
ば
、
こ
の
程
度
で
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
住
宅
難
解
決
に

は
ほ
ど
遠
い
と
い
う
。　
　

　
　
　
　
（
１
面
に
関
連
記
事
）

住
宅
危
機
は
悪
化
の
一
途

対
策
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず

信
頼
関
係
を
築
く

本
音
で
ぶ
つ
か
れ

　

京
セ
ラ
で
は
、
創
業
以
来
、

心
の
通
じ
あ
え
る
社
員
同
士
の

結
び
つ
き
を
経
営
の
基
盤
に
お

　

責
任
を
も
っ
て
仕
事
を
や
り

遂
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
仕
事

に
関
係
し
て
い
る
人
々
が
、
お

い
て
き
ま
し
た
。
お
互
い
が
感

謝
と
誠
意
を
も
っ
て
心
を
通
わ

せ
、
信
頼
関
係
の
上
に
た
っ
て

互
い
に
気
づ
い
た
欠
点
や
問
題

点
を
遠
慮
な
く
指
摘
し
あ
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

20

仕
事
を
進
め
て
き
た
の
で
す
。

コ
ン
パ
や
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
は
、

全
員
が
心
を
ひ
ら
き
、
結
び
つ

き
を
強
め
る
機
会
と
し
て
重
要

視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

上
司
と
部
下
の
関
係
で
あ
っ

て
も
、
信
頼
関
係
の
ベ
ー
ス
が

あ
れ
ば
、
お
互
い
本
音
で
言
い

た
い
こ
と
を
は
っ
き
り
言
い
あ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
問
題
点
が
誰
の
目
に

も
明
ら
か
と
な
っ
て
仕
事
が
ス

ム
ー
ズ
に
運
ん
で
い
く
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
信
頼
関
係
を
築
く

た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
み
ん
な

の
心
の
結
び
つ
き
を
つ
く
り
上

げ
る
よ
う
、
お
互
い
に
努
力
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

も
の
ご
と
を
「
な
あ
な
あ
」

で
済
ま
さ
ず
に
、
絶
え
ず
「
何

が
正
し
い
か
」
に
基
づ
い
て
本

音
で
真
剣
に
議
論
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
欠
点
や

問
題
に
気
づ
い
て
い
な
が
ら
、

嫌
わ
れ
る
の
を
恐
れ
る
あ
ま

り
、
そ
れ
ら
を
指
摘
せ
ず
に
和

を
保
と
う
と
す
る
の
は
大
き
な

間
違
い
で
す
。

　

と
き
に
は
口
角
泡
を
飛
ば
し

て
で
も
、
勇
気
を
も
っ
て
お
互

い
の
考
え
を
ぶ
つ
け
合
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
う
し

た
中
か
ら
、
本
当
の
意
味
で
お

互
い
の
信
頼
関
係
も
生
ま
れ
、

よ
り
良
い
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
で
す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

＜連絡先＞
盛心塾ニューヨーク
 www.seishinjukuny.org

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
mailto:nishimura@newyork-kaikei.com
http://myriverside.net/home
mailto:kkatonyc@earthlink.net
http://www.seishinjukuny.org
NaturalHealingArtists.com
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税
金
特
集

３

不
動
産
所
得
と

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　

今
回
は
課
税
の
対
象
と
な
る

所
得
の
解
説
を
し
ま
す
。
米
国

税
法
上
の
居
住
者
に
な
る
と
、

居
住
者
期
間
に
つ
い
て
は
、
全

世
界
の
所
得
を
米
国
で
申
告
す

る
義
務
を
負
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
所
得
の
う
ち
、
給
与
所
得

に
次
い
で
金
額
が
大
き
く
な
り

や
す
い
の
は
賃
貸
不
動
産
と
資

産
の
売
買
か
ら
発
生
す
る
所
得

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回

は
こ
う
し
た
不
動
産
所
得
と
キ

ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
税
務
上
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
理
解
し
ま

し
ょ
う
。

▽
不
動
産
所
得

　

駐
在
な
ど
で
米
国
に
滞
在

中
、
日
本
で
の
持
ち
家
を
賃
貸

し
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
不
動
産
所
得
は
通
常
の
所

得
と
合
算
さ
れ
累
進
税
率
で
課

税
さ
れ
ま
す
。
賃
貸
所
得
の
計

算
方
法
を
理
解
し
経
費
の
申
告

漏
れ
な
ど
が
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

ａ　

不
動
産
所
得
の
計
算

　

賃
貸
収
入
（
礼
金
、
共
益
費

収
入
を
含
む
）
か
ら
関
連
諸
経

費
を
控
除
し
た
後
の
不
動
産
所

得
が
課
税
対
象
額
と
な
り
ま

す
。
関
連
諸
経
費
と
し
て
、
賃

貸
物
件
や
家
具
の
減
価
償
却

費
、
支
払
利
子
、
固
定
資
産
税
、

保
険
料
、
修
繕
費
、
管
理
費
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
土
地
は
減
価

し
ま
せ
ん
の
で
、
減
価
償
却
費

は
土
地
代
を
除
き
、
建
物
部
分

の
購
入
価
格
に
つ
い
て
の
み
計

算
し
ま
す
。
減
価
償
却
の
耐
用

年
数
は
、
米
国
内
の
居
住
用
不

動
産
に
つ
い
て
は
27
・
５
年
、

米
国
外
の
不
動
産
に
つ
い
て
は

30
年
と
な
り
ま
す
。
家
具
に
つ

い
て
は
別
途
償
却
年
数
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
建
屋
及
び
海

外
に
あ
る
家
具
等
の
償
却
は
購

入
時
の
為
替
レ
ー
ト
で
ド
ル
換

算
さ
れ
定
額
法
で
計
算
さ
れ
ま

す
。
収
入
や
経
費
は
、
原
則
と

し
て
受
取
、
支
払
時
の
為
替
レ

ー
ト
で
米
ド
ル
に
換
算
し
ま
す

が
、
定
期
的
に
発
生
し
て
い
る

も
の
で
あ
れ
ば
年
平
均
レ
ー
ト

で
換
算
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
賃
貸
所
得
お
よ
び

経
費
の
詳
細
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

Ｅ
に
記
載
し
ま
す
。

ｂ　

不
動
産
所
得
の
純
損
益
控

除
制
限

　

不
動
産
所
得
が
損
失
と
な
っ

た
場
合
に
、
積
極
的
に
賃
貸
に

関
与
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
他
の
所
得
と
の
損
益
通
算

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
積
極
的
な

関
与
と
は
、
テ
ナ
ン
ト
と
の
交

渉
、
修
繕
の
手
配
な
ど
に
関
し

て
決
定
権
を
持
つ
こ
と
を
指

す
の
で
ハ
ー
ド
ル
は
低
い
で

す
が
、
何
も
か
も
不
動
産
管

理
会
社
ま
か
せ
と
い
う
場
合

は
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
不

動
産
所
得
の
損
失
の
損
益
通

算
は
最
高 

２
万
５
０
０
０
ド

ル
（
夫
婦
個
別
申
告
の
場
合 

１
万
２
５
０
０
ド
ル
）で
す
が
、

所
得
が
高
い
と
控
除
の
制
限
を

受
け
、
調
整
総
所
得
が
15
万
ド

ル
（
夫
婦
個
別
申
告
の
場
合

７
万
５
０
０
０
ド
ル
）
超
に
な

る
と
、
控
除
は
ゼ
ロ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

ｃ   

日
本
で
の
源
泉
徴
収
税
額

　

日
本
で
非
居
住
者
届
け
を
出

さ
れ
て
い
る
方
は
、
通
常
賃
貸

収
入
か
ら
約
20
％
が
源
泉
徴
収

さ
れ
ま
す
。
賃
料
の
約
20
％
の

源
泉
徴
収
税
額
は
大
き
い
で
す

が
、
日
本
で
確
定
申
告
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
諸
経
費
を
差
し

引
い
た
純
所
得
を
課
税
対
象
額

と
し
て
税
額
を
計
算
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
を
す

る
こ
と
で
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

金
の
ほ
と
ん
ど
が
還
付
さ
れ
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
自
身
の
状
況
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
・
ロ
ス

（
譲
渡
所
得
・
損
失
）

ａ　

株
式
、
証
券
等
の
売
却
益

　

株
式
や
証
券
等
の
売
却
益
と

売
却
損
を
相
殺
し
て
得
た
キ
ャ

ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
は
全
額
が
課

税
対
象
と
な
り
ま
す
。
１
年
超

保
有
し
て
い
た
資
産
の
売
却
に

よ
る
長
期
キ
ャ
ピ
タ
ル·

ゲ
イ

ン
は
15
％
（
所
得
の
低
い
納
税

者
の
場
合
は
０
％
、
高
所
得
者

は
20
％ 

）
の
優
遇
税
率
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
仮
想
通
貨
の
売

却
に
つ
い
て
も
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ

イ
ン
・
ロ
ス
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
仮

想
通
貨
取
引
は
、
別
途Form 
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上
で
の
確
認
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

ｂ　

株
式
、
証
券
等
の
売
却
損

　

売
却
益
と
損
を
相
殺
し
て
損

失
と
な
る
場
合
の
キ
ャ
ピ
タ

ル
・
ロ
ス
は
最
高
３
０
０
０
ド

ル
（
夫
婦
個
別
申
告
の
場
合
は

１
５
０
０
ド
ル
）
ま
で
他
の
所

得
と
相
殺
で
き
ま
す
。
使
い
切

れ
な
か
っ
た
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ

ス
は
翌
年
以
降
に
繰
越
す
こ
と

が
で
き
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ
ス

が
な
く
な
る
年
ま
で
繰
越
せ
ま

す
。

ｃ　

主
た
る
住
宅
の
売
却
益
の

非
課
税
規
定

　

主
た
る
住
居
の
売
却
益
は
夫

婦
合
算
申
告
で
は
50
万
ド
ル
、

独
身
・
夫
婦
個
別
申
告
で
は

25
万
ド
ル
ま
で
を
控
除
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
の
控
除
を
受
け
る
に

は
住
居
を
所
有
し
（
所
有
要

件
）、
か
つ
売
却
前
の
５
年
間

の
う
ち
２
年
間
を
主
た
る
住
居

と
し
て
本
人
が
実
際
に
住
ん
で

い
る
こ
と
（
使
用
要
件
）
が
必

要
で
す
。
２
年
間
主
た
る
住
居

と
し
て
住
ん
で
い
れ
ば
何
度
も

こ
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
転
勤
、
病

気
、
そ
の
他
予
期
不
可
能
な
事

情
で
２
年
間
の
居
住
条
件
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場

   あらゆる業界でChatGPT などの生成A.I. （人工知能）の利用が爆発的に広がるな
か、 Hallucinate という表現が注目されています。Hallucinate とは「幻覚を感じる」と
いう古くからの言葉ですが、今、AIが誤った回答・情報を提供するという意味で使わ
れます。
　ChatGPTなどの生成AIが、蓄積された膨大な情報を使って、瞬時に返答を利用者へ

提供するのは驚くべきことです。しかし未だ開発段階のAIに技術上の限界があるのは当然でしょう。専
門家によれば、ChatGPTを含む生成AIは、誤った内容を含む可能性がありながらも、実力以上に誇張し、
答えを大げさに提示する傾向がある、と言われます。その結果、人間がAIの提供する情報を鵜呑みにす
るリスクがあるのです。また、あるAIが流した誤情報をもとに、別のAIが不正確な情報を上塗りして
生成する危険性も指摘されています。
　行政やビジネスが生成AIを使って業務の革新を目指すその過程で、Hallucination の危険を検証する仕
組みが検討されています。また、教育の場において、十分な批判的能力がない子供がAIを利用する場合
のリスクを、教師が十分に認識することが大事でしょう。今後、生成AIが社会・教育の中で歴史を変え
るくらいの大きな役割を果たすことが想定される中、AIの Hallucination にいかに対応するのか、人間の
英知そのものが試されているのです。　                                                   （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）
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キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
・
ロ
ス

合
は
、
特
別
に
控
除
額
を
日
数

に
よ
り
按
分
し
、
減
額
さ
れ
た

控
除
を
適
用
で
き
ま
す
。
売
却

損
が
発
生
し
た
場
合
は
個
人
的

損
失
と
さ
れ
控
除
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
主
た
る
住
居
に
居

住
し
て
か
ら
一
旦
賃
貸
に
出

し
、
そ
の
後
主
た
る
住
居
と
し

て
再
利
用
し
て
か
ら
売
却
し
た

場
合
に
は
、
別
途
控
除
の
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省

通
牒
２
３
０
号
10
・
37
条
（
ａ
）

（
２
）
規
定
上
の
書
面
に
よ
る

税
務
ア
ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基

準
を
満
た
す
た
め
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の

情
報
は
す
べ
て
一
般
的
な
も
の

で
あ
り
、
特
定
の
個
人
も
し
く

は
事
業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を

意
図
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税

法
に
沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
各
個
人
は
特
定

事
項
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

上
記
内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す

る
の
で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ

き
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
記
事
中
の
見
解
や
意
見
は

著
者
個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必

ず
し
も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

AI が誤った回答・情報を提供する

年
金
相
談
室

海外年金相談センター
市川俊治

http://nenkinichikawa.org
質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com

TEL&FAX 03-3226-3240

　

前
編
で
は
日
本
の
年
金
の
二

重
課
税
を
避
け
る
た
め
に
「
税

条
約
に
関
す
る
届
出
書
等
」
の

書
類
を
日
本
年
金
機
構
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
一
方

米
国
に
お
住
ま
い
で
日
本
の
年

金
受
給
者
の
大
半
の
方
は
、「
税

条
約
に
関
す
る
届
出
書
等
」
の

提
出
が
必
要
な
い
方
で
あ
る
こ

と
を
ご
説
明
し
ま
し
た
。
後
編

で
は
届
出
書
の
代
わ
り
に
「
租

税
条
約
に
関
す
る
申
立
書
」
を

提
出
す
れ
ば
良
い
こ
と
や
実
際

の
課
税
の
計
算
方
法
等
を
説
明

い
た
し
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
租
税

条
約
に
関
す
る
届
出
書
等
」
の

書
類
提
出
を
求
め
ら
れ
た
時

は
、
ご
自
分
の
年
齢
と
年
金
額

を
確
認
し
、
提
出
が
必
要
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
提
出
の
省
略
に
該
当
さ

れ
る
場
合
は
、「
租
税
条
約
に

関
す
る
申
立
書
」
を
提
出
す
る

か
、“

年
金
額
が
源
泉
徴
収
対

象
額
以
下
な
の
で
、
租
税
条

約
に
関
す
る
届
出
書
等
は
提

出
し
ま
せ
ん”

と
言
う
申
立

の
手
紙
を
添
え
、
日
本
年
金

機
構
に
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

　

年
金
の
申
請
手
続
き
中
の

方
か
ら
、
自
分
の
年
金
額
は

少
額
な
の
で
「
租
税
条
約
に

関
す
る
届
出
書
等
」
の
提
出

は
必
要
な
い
と
思
う
が
、
年

金
事
務
所
の
担
当
か
ら
強
く

提
出
を
も
と
め
ら
れ
、
提
出

し
な
い
と
申
請
が
進
ま
ず
困

惑
し
て
い
る
と
の
相
談
が
以

前
か
ら
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
年
金
事
務
所
の

担
当
者
の
理
解
不
足
に
よ
る

も
の
で
す
。
そ
の
場
合
は
こ

の
記
事
を
思
い
出
し
て
届
出

書
の
提
出
が
必
要
な
い
こ
と
を

説
明
し
「
租
税
条
約
に
関
す
る

申
立
書
」を
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
65
歳
未
満
で
年
金
額
が

60
万
円
未
満
で
あ
っ
た
た
め

「
届
出
書
等
」
の
提
出
が
不
要

で
あ
っ
た
方
で
も
、
65
歳
に
な

る
と
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
開

始
と
な
り
ま
す
の
で
年
金
額
が

増
え
ま
す
。
こ
の
た
め
に
提
出

し
な
け
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
４　

課
税
額
の
計
算
方
法

　

源
泉
課
税
は
年
金
額
が
60
万

円
か
１
１
４
万
円
を
超
え
る
金

額
に
対
し
て
20
・
42
％
（
０
・

42
％
は
復
興
特
別
所
得
税
）
が

課
税
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
65
歳

以
上
で
年
金
額
が
１
２
０
万
円

の
方
の
場
合
は
１
２
０
万
円
か

ら
１
１
４
万
円
を
差
し
引
い
た

６
万
円
に
20
・
42
％
の
税
率
を

乗
じ
た
１
万
２
２
５
２
円
が
年

間
の
課
税
金
額
と
な
り
ま
す
。

実
際
は
２
か
月
に
１
回
の
支
給

の
都
度
源
泉
さ
れ
ま
す
の
で
支

給
時
の
源
泉
税
の
計
算
は
20
万

円
（
年
金
支
給
額
）
―
19
万
円

（
控
除
額
）
＝
1
万
円　

1
万

×
20
・
42
％
＝
２
０
４
２
円
と

な
り
ま
す
。
２
０
４
２
円
が
年

間
６
回
源
泉
さ
れ
ま
す
の
で
年

間
で
１
万
２
２
５
２
円
で
す
。

●
５　

そ
の
他　

①
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
は
非

課
税
で
す
の
で
、
租
税
条
約
の

手
続
き
は
不
要
で
す
。
な
お
米

国
の
遺
族
年
金
は
非
課
税
扱
い

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

下
さ
い
。
②
ま
た
、
国
家
公
務

員
・
地
方
公
務
員
の
退
職
共
済

年
金
に
つ
き
ま
し
て
は
租
税
条

約
上
の
源
泉
徴
収
免
除
の
取
り

扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
金
額

が
基
準
を
上
回
れ
ば
源
泉
徴
収

さ
れ
ま
す
。

日本の年金の
課税について
（後編）

　

日
本
人
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ

携
帯
電
話
「HanaCell

（
ハ
ナ

セ
ル
）」
は
、
３
月
１
日
か
ら

31
日
ま
で
、
新
生
活
応
援
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
。
期
間

中
、
ア
メ
リ
カ
長
期
滞
在
向
け

SIM

・eSIM

を
セ
ー
ル
価
格

で
販
売
。
物
理
Ｓ
Ｉ
Ｍ
は
通
常

価
格
15
ド
ル
が
40
％
オ
フ
の
９

ド
ル
、eSIM

は
９
ド
ル
が
33

％
オ
フ
の
６
ド
ル
と
な
る
。
加

入
時
の
事
務
手
数
料
な
し
、
税

金
の
追
加
な
し
、
物
理
Ｓ
Ｉ

Ｍ
は
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
ど

ち
ら
に
も
送
料
無
料
で
配
送
、

eSIM
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
、
即
日
開
通

も
可
能
。
加
入
か
ら
問
い
合
わ

せ
、
解
約
ま
で
、
す
べ
て
日
本

語
で
行
え
る
。
申
し
込
み
・
詳

細
は
ハ
ナ
セ
ル
の
公
式
サ
イ
ト

https://www.hanacell.com

を
参
照
す
る
。

携
帯
電
話
の
ハ
ナ
セ
ル

４
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
https://on-timelimo.com/
mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
https://www.hanacell.com
https://www.hanacell.com
https://www.hanacell.com
https://www.hanacell.com
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「
人
生
に
期
待
す
る
な
」
と

い
う
北
野
武
さ
ん
の
助
言

は
、
お
そ
ら
く
読
者
の
年
齢
に

よ
っ
て
そ
の
重
さ
が
変
わ
っ
く

る
の
だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
ま

だ
長
い
年
月
、
と
い
っ
て
も
数

年
の
未
来
を
勉
学
に
費
や
し
て

受
験
勉
強
を
し
て
難
関
校
を
目

指
し
て
い
る
よ
う
な
少
年
少
女

た
ち
に
、
未
来
を
期
待
す
る
な

と
言
っ
て
も
、
そ
う
は
言
っ
て

も
そ
れ
は
一
つ
の
も
の
の
見
方

だ
ろ
う
と
自
分
を
納
得
さ
せ
て

前
に
進
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
し
、
中
堅
ど
こ
ろ
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
れ
ば
、
ま
あ

予
定
が
狂
っ
て
期
待
通
り
に
人

生
行
く
も
の
で
は
な
い
で
す

ね
、
と
妙
な
納
得
も
し
、
そ
し

て
北
野
さ
ん
よ
り
も
年
配
の
高

齢
者
層
か
ら
は
、
人
生
結
果
論

だ
け
で
は
な
い
の
で
、
期
待
し

な
い
で
生
き
る
方
法
が
あ
っ
て

も
ま
あ
い
い
か
も
し
れ
な
い
ね

な
ど
と
逆
に
諭
さ
れ
た
り
す
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

冒
頭
で
、
人
間
、
金
持
ち
も

貧
乏
人
も
必
ず
死
ぬ
。
人
生
の

長
短
は
あ
っ
て
も
生
物
と
し
て

や
る
こ
と
は
大
体
同
じ
だ
が
、

人
間
と
動
物
の
違
い
は
、
ど
う

や
ら
人
間
は
生
き
方
に
対
し
て

期
待
を
持
つ
生
き
物
だ
と
い
う

こ
と
ら
し
い
。
確
か
に
、
犬
や

馬
が
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
何

ら
か
の
希
望
を
抱
い
て
生
き
て

い
る
と
は
想
像
し
に
く
い
。（
実

際
は
期
待
し
な
が
ら
生
き
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
例
え

ば
餌
の
時
間
が
く
れ
ば
、
今
日

は
何
か
、
ま
だ
か
と
尻
尾
を
振

っ
て
ご
飯
が
や
っ
て
く
る
の
を

期
待
す
る
気
持
ち
は
手
に
取
る

よ
う
に
分
か
る
が
、
で
は
生
き

方
そ
の
も
の
を
犬
や
牛
が
考
え

て
生
き
て
い
る
か
と
い
う
と
そ

れ
は
や
は
り
別
で
人
間
だ
け
の

特
権
か
も
し
れ
な
い
）。
本
書

で
は
、
そ
の
人
間
誰
で
も
い
つ

か
死
ぬ
と
い
う
動
か
し
難
い
テ

ー
マ
を
土
台
に
し
て
、
１
０
０

人
い
れ
ば
１
０
０
通
り
の
幸
せ

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
書
い
て

い
る
。

　

人
生
、
不
幸
で
あ
る
こ
と
よ

り
は
幸
福
な
方
が
い
い
に
決
ま

っ
て
る
し
、
嫌
な
こ
と
よ
り
は

楽
し
い
心
躍
る
こ
と
の
方
が
嬉

し
い
に
決
ま
っ
て
い
る
。「
定

年
に
な
っ
た
ら
好
き
な
趣
味
で

も
見
つ
け
て
自
由
な
時
間
使
っ

て
存
分
に
楽
し
も
う
」
と
い
う

誰
も
が
考
え
が
ち
な
将
来
は
、

概
ね
あ
て
が
外
れ
る
と
説
く
。

人
間
は
元
来
、
天
邪
鬼
に
で
き

て
い
る
の
で
、
あ
あ
し
た
い
、

こ
う
し
た
い
と
い
う
願
望
、
欲

求
、
欲
望
、
理
想
が
あ
る
う
ち

が
華
で
、
実
は
そ
こ
が
最
も
充

実
し
て
い
る
瞬
間
で
、
い
ざ
そ

れ
が
手
に
入
る
と
な
っ
た
瞬
間

に
、
そ
の
魅
力
は
さ
ー
っ
と
潮

が
引
く
よ
う
に
失
せ
て
い
く
。

高
級
な
車
に
乗
っ
て
い
る
人

は
、
そ
の
高
級
車
が
好
き
で
、

憧
れ
て
い
つ
か
乗
っ
て
や
ろ
う

と
思
っ
て
乗
っ
て
い
る
人
は
実

は
少
な
い
。
そ
の
憧
れ
の
車
が

手
に
入
る
お
金
を
手
に
し
た
瞬

間
に
、
今
買
わ
な
く
て
も
い
つ

で
も
買
え
る
し
、
と
な
る
。
超

高
級
車
を
乗
り
回
し
て
い
る
人

は
、
な
ん
で
も
い
い
の
だ
。
一

般
人
が
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
車
で
あ
れ
ば
、
特
定
の

車
種
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
。
高

級
車
は
貧
乏
人
が
コ
ツ
コ
ツ
お

金
を
た
め
て
買
う
も
の
で
は
な

い
と
い
う
そ
の
背
後
に
あ
る
意

味
に
つ
い
て
北
野
さ
ん
は
母
親

の
言
葉
を
思
い
出
し
な
が
ら
今

も
生
き
て
い
る
。
定
年
に
な
っ

て
か
ら
趣
味
を
探
そ
う
と
思
っ

て
も
、
も
は
や
手
遅
れ
。
上
司

に
嘘
を
つ
い
て
会
社
を
休
ん
で

ま
で
陶
芸
に
没
頭
す
る
よ
う
な

も
の
が
趣
味
な
の
で
あ
っ
て
、

時
間
の
な
い
時
に
、
忙
し
い
合

間
を
ぬ
っ
て
エ
ス
ケ
ー
プ
で
き

る
か
ら
こ
そ
の
趣
味
な
の
だ

と
。
趣
味
に
没
頭
し
て
い
る
間

は
、
嫌
な
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
る

と
い
っ
た
反
動
的
喜
び
が
、
リ

ア
ル
な
の
だ
と
説
く
。
悩
め
る

現
代
人
の
福
音
書
。　
（
三
浦
）

 幸せは辛い時に輝く
北野 武・著
扶桑社・刊

■たべる生活（群ようこ、朝日文庫） 料理はどちらかとい
うと嫌いだと語る著者。しかし食についてはとことん向き
合っている。「最小の労力で最大の効果」をテーマとして
掲げつつ、日々の食、だしと道具の関係から夏バテ、糖質
制限、外食、子どもの食育まで ｢食」と ｢健康」を考える
エッセイ。■なれのはて（加藤シゲアキ、講談社）報道局
からイベント事業部に異動になったテレビ局員・守谷京斗
は異動先で出会った吾妻李久美から祖母に譲り受けた不思
議な絵を使って「たった一枚の展覧会」を企画したいと相
談を受ける。絵の裏には署名があるだけで画家の素性は一
切わからない。2人が画家の正体を探り始めると、秋田の
ある一族の謎が明らかになる。■デンマーク人はなぜ4時
に帰っても成果を出せるのか（針貝有佳、PHPビジネス新
書）国際競争力が２年連続１位で、仕事への満足度も幸福
度も高いデンマーク人の働き方とは。DXを活用し圧倒的
スピードでプロジェクトをこなし、午後４時には退社。デ
ンマーク在住の著者がビジネスパーソンを取材して判明し
たのが高い生産性とワークライフバランスの実現だった。
■まいまいつぶろ（村木嵐、幻冬舎）口がまわらず、何を
言っているのか分からない。歩いた後には尿を引きずった
跡が残るため、まいまいつぶろ（カタツムリ）と呼ばれ蔑
まれた君主がいた。言葉を解するのは小姓・兵庫だけ。麻
痺を抱え廃嫡を噂されていた若君はいかにして将軍になったのか。第九代将
軍・徳川家重を描く歴史小説。■食っちゃ寝て書いて（小野寺史宜、角川文庫）
そろそろ出版社から声がかからなくなるのでは、と不安を感じていた50歳
の作家。新しく担当になった編集者の井草はこれまでヒット作を出したこと
がない。ともに崖ぷっちにいる作家と若手編集者がタッグを組んだ『降らな
い雨もない』が本になるまでの１年をそれぞれの視点で綴る。■美味しいサ
ンマはなぜ消えたのか？（川本大吾、文春新書）三陸沖の水温が高くて南下
できないサンマ。サバの多くは外国産で日本産は漁業用の餌またはサバ缶な
どと深刻な状況に置かれている日本の漁業・水産業。中国による乱獲も重な
り「日本の地魚」は消えつつある。魚大国ニッポン復活への戦略。（山河藍）　　　
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

料
理
は
苦
手
な
著
者
の
食
の
エ
ッ
セ
イ
。
ア
イ
ド
ル
作
家
の
直
木
賞
候
補
作
。
競
争
力

も
幸
福
度
も
高
い
デ
ン
マ
ー
ク
の
働
き
方
。
徳
川
家
重
を
描
く
歴
史
小
説
。
作
家
と
編
集

者
が
１
冊
の
本
を
作
る
ま
で
。
漁
業
・
水
産
業
の
危
機
を
打
破
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

せ
か
せ
か
と
忙
し
く
て
ゆ
っ

く
り
考
え
る
時
間
も
な
い
、
行

き
当
た
り
ば
っ
た
り
の
衝
動
に

従
っ
て
毎
日
を
過
ご
す
ビ
ー
バ

ー
は
、
問
題
を
起
こ
し
て
ば
か

り
。
森
の
仲
間
た
ち
に
迷
惑
を

か
け
て
も
、気
が
つ
き
ま
せ
ん
。

と
う
と
う
あ
る
日
、
自
分
の
か

ら
だ
の
上
に
木
を
切
り
倒
し
て

し
ま
い
ま
す
。
1
秒
だ
っ
て
じ

っ
と
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
ビ

ー
バ
ー
が
、
寝
こ
ん
で
は
じ
め

て
自
分
の
行
動
に
反
省
し
、
気

づ
い
た
こ
と
と
は
。

　
「
人
生
を
希
望
に
変
え
る
ニ

コ
ラ
ス
の
絵
本
」
シ
リ
ー
ズ
の

3
作
目
。
周
囲
の
み
ん
な
や
世

界
に
配
慮
す
る
方
法
を
優
し
く

教
え
て
く
れ
る
本
。
著
者
の
オ

ー
ル
ド
ラ
ン
ド
は
ハ
ト
リ
ー

（Hatley

）
と
い
う
ア
パ
レ
ル

会
社
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
り
、
彼
が

生
み
出
し
た
イ
ラ
ス
ト
は
同
ブ

ラ
ン
ド
の
子
供
用
パ
ジ
ャ
マ
に

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
カ
ナ

ダ
児
童
図
書
セ
ン
タ
ー
「
ベ
ス

ト
・
ブ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ー
・
キ

ッ
ズ
＆
テ
ィ
ー
ン
ズ
」
な
ど
を

受
賞
。日
本
語
で
読
む
な
ら『
せ

か
せ
か
ビ
ー
バ
ー
さ
ん
』（
ク

レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
）。　　
（
高
田
）

せ
か
せ
か
し
て
た
ら
い
い
事
な
い

 『The Busy Beaver』
Written by Nicholas Oldland
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　今回ご紹介するのは、Greenpoint は Manhattan Avenue にある Old Poland 
Bakery です。止まらないグリーンポイント探索。レトロでかわいい昔ながらの
パン屋さんの中は、おいしそうなパンやケーキでいっぱい！ポーリッシュのス
イーツは甘過ぎず、日本人の口にも合うように感じます。そして、なんといっ
ても安いのです！大きなパンが一つあたり 1ドルからとかなり手頃です。とに
かくインフレの激しいNY、コーヒー屋で小さなクロワッサンを買おうとしたら
5ドルを越えるなんてこともザラ。昔ながらの価格を維持してくれているのは
本当にありがたいことですね。どれを食べても美味しいので、ぜひ行ってみて
ね～！
　ヤマモトレミ　89年生まれ、福岡県出身の漫画家。2017年に仕事の異動で東
京から NYへ移住。日本食スーパーで社員として働きながら趣味で漫画を描いて
いたら楽しくなってしまい 2021年に退職、漫画家として本格的に活動を開始。
2024年現在ブルックリン区在住。単行本発売中！
（Instagram:@Yamamotoinnyc）
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
教

育
・
文
化
系
の
非
営
利
団
体「
あ

お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が
、

フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
・
パ
ー

テ
ィHoshizora Gala

を
３

月
17
日
（
日
）
に
開
催
す
る
。

場
所
は 

99
ス
コ
ッ
ト
ス
タ
ジ

オ
（99Scott Ave

）
で
、
時

間
は
午
後
６
時
か
ら
９
時
ま

で
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
フ
ァ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し

て
い
る
他
、
食
事
や
飲
み
物
も

提
供
す
る
。
ま
た
、
サ
イ
レ
ン

ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
豪
華
景
品

が
当
た
る
ラ
ッ
フ
ル
大
会
も
用

意
し
て
い
る
。
子
供
を
持
つ
保

護
者
、
友
人
同
士
な
ど
で
の
参

加
を
幅
広
く
呼
び
掛
け
て
い

る
。
子
供
は
参
加
不
可
。
申
し

込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://aozoracommunity.
betterworld.org/events/
hoshizora-gala-2024?ct=t

を
参
照
す
る
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
系
人
家
族

会
（
Ｂ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
）
が
主
催
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
イ
ベ
ン
ト

「
も
う
す
ぐ
マ
マ
＆
パ
パ
！
Ｂ

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
繋

が
ろ
う
！
」が
、3
月
17
日（
日
） 

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で
、
Ｂ

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
オ
フ
ィ
ス
（254 

36th St. B-516

イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
シ
テ
ィ
内
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ

ッ
ジ
の
隣
り
）
で
開
催
さ
れ

る
。
対
象
は
現
在
妊
婦
の
人
、

も
し
く
は
新
生
児
１
歳
未
満
の

子
供
が
い
る
母
親
と
そ
の
家

族
。
妊
婦
さ
ん
た
ち
と
そ
の
家

族
が
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
や
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
近
郊
で
の
こ
れ
か
ら
の

育
児
や
日
本
語
教
育
に
つ
い
て

安
心
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
、

そ
し
て
仲
間
作
り
が
で
き
る
よ

う
情
報
交
換
会
を
行
う
。
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
に
は
ど
ん
な
日
本

人
、
日
系
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
あ
る
か
、
日
本
語
教
育
は
ど

ん
な
選
択
肢
が
あ
る
か
な
ど
、

軽
食
を
用
意
し
て
気
楽
に
話
が

で
き
る
場
所
を
提
供
す
る
。
英

語
話
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
も
、
同

席
も
し
く
は
別
室
で
英
語
で
の

情
報
交
換
を
通
し
て
仲
間
作
り

の
場
と
し
て
も
活
用
が
可
能
。

参
加
希
望
者
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://bjafa.org/

か
ら
申
し

込
む
。

寄
付
集
め
パ
ー
テ
ィ
開
催
へ

あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（9）　　 ［ローカル面］ 2024年（令和 6年）2月 24日（土）

育児と教育
情報交換会
BJAFA が３月17日に

　

ラ
イ
ブ「
東
京
ブ
ギ
ナ
イ
ト
」

が
2
月
29
日
（
木
）
午
後
８
時

30
分
か
ら
10
時
ま
で
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
ザ
・
レ
ッ
ド
・
パ
ビ
リ

オ
ン
（
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
ア
ベ

ニ
ュ
ー
１
２
４
１
番
地
）
で
開

催
さ
れ
る
。

　

４
年
に
1
度
の「
う
る
う
年
」

の
ラ
イ
ブ
。「
夢
は
夜
開
く
」

な
ど
の
昭
和
歌
謡
や
演
歌
、「
珈

琲
ル
ン
バ
」
な
ど
の
懐
か
し
い

ジ
ャ
ズ
の
演
奏
を
在
Ｎ
Ｙ
日
本

人
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
行
う
。　

　

会
場
は
沢
山
の
紅
い
ラ
ン

タ
ン
が
飾
ら
れ
た
お
し
ゃ
れ

な
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
。
演
奏
者

は
三
上
ク
ニ
（
キ
ー
ボ
ー

ド
）、
高
崎
安
沙
子
（
ボ
ー

カ
ル
）、
小
川
と
も
や
（
ギ

タ
ー
）、
佐
藤
ボ
ン
ズ
（
サ

ッ
ク
ス
）、
今
野
大
輔
（
ド

ラ
ム
ス
）。
入
場
料
15
ド

ル
。（
混
む
の
で
予
約
が
お
薦

め　

www.theredpavilion.
com/events

）
地
下
鉄
Ｌ
線

Jeff erson

駅
徒
歩
3
分
．。

昭
和
歌
謡
や
ジ
ャ
ズ
で
東
京
ブ
ギ
ナ
イ
ト

三上クニら演奏
２月29日（木）

レッド・パビリオンで

https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org
https://bjafa.org/
https://bjafa.org/
https://bjafa.org/
https://aozoracommunity.betterworld.org/events/hoshizora-gala-2024?ct=t
www.theredpavilion.com/events
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元
小
野
寺
の
寿
司
シ
ェ
フ
、

鈴
木
一
成
（
か
ず
し
げ
）
料
理

長
（
35)

に
、
今
回
は
、
サ
ワ

ラ
の
味
噌
幽
庵
焼
き
、
ト
リ
ュ

フ
香
る
だ
し
巻
き
卵
、
し
め
鯖

の
ガ
リ
紫
蘇
巻
き
の
３
品
を
作

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
花

は
、
寿
司
の
お
ま
か
せ
が
１
人

５
０
０
ド
ル
の
お
店
な
の
で
、

今
回
の
料
理
も
食
べ
れ
ば
と
っ

て
も
高
価
な
お
品
書
き
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
自
宅
で
頑
張
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

サ
ワ
ラ
の
味
噌
幽
庵
焼
き

　

煮
切
っ
て
ア
ル
コ
ー
ル
を
飛

ば
し
た
酒
と
味
醂
に
醤
油
、
白

味
噌
を
そ
れ
ぞ
れ
１
対
１
で
同

じ
量
で
漬
け
味
噌
を
作
る
。

そ
れ
に
サ
ワ
ラ
の
切
り
身
を

ラ
ッ
プ
に
ぴ
っ
た
り
巻
い
て

冷
蔵
庫
で
１
時
間
冷
や
し
て

漬
け
込
ん
だ
あ
と
、
ペ
ー
パ

ー
タ
オ
ル
で
軽
く
、
切
り
身

に
つ
い
た
味
噌
を
拭
き
取

り
、
家
庭
で
魚
焼
き
器
を
使

っ
て
焼
く
場
合
は
、
下
に
ア

ル
ミ
を
一
度
く
ち
ゃ
く
ち
ゃ

に
し
て
、
魚
と
ア
ル
ミ
の
間

に
空
間
を
作
っ
て
焼
く
よ
う

に
す
る
と
魚
が
ア
ル
ミ
に
こ
び

り
つ
か
な
い
状
態
で
、
綺
麗
に

取
り
出
せ
る
。

ト
リ
ュ
フ
香
る
だ
し
巻
き
卵

【
材
料
】
Ａ　

ト
リ
ュ
フ
オ
イ
ル　

30
グ
ラ
ム

卵
黄　
　
　
　
　
　
　
　

１
個

【
材
料
】
Ｂ

生
卵　
　
　
　
　
　
　

３
個

出
汁　
　
　
　

１
０
０
ｃ
ｃ

砂
糖　
　
　
　
　

12
グ
ラ
ム

薄
口
醤
油　
　
　

６
グ
ラ
ム

味
醂　
　
　
　
　

10
グ
ラ
ム

作
り
方

卵
黄
に
ト
リ
ュ
フ
オ
イ
ル
を
混

ぜ
て
冷
蔵
庫
で
10
分
ほ
ど
冷
や

し
て
お
く
。

材
料
Ｂ
を
全
て
混
ぜ
て
、
ホ
イ

ッ
パ
ー
で
か
き
混
ぜ
、
卵
が
完

全
に
溶
け
る
ま
で
ホ
イ
ッ
プ
し

て
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
状
態
に
な
る
ま

で
に
す
る
。
そ
こ
に
、
冷
や
し

て
い
た
ト
リ
ュ
フ
卵
黄
を
少
し

ず
つ
加
え
て
混
ぜ
て
い
く
。
卵

焼
き
用
の
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を

敷
き
な
が
ら
、
焦
げ
な
い
よ
う

に
薄
め
の
卵
焼
き
を
何
層
に
も

作
る
よ
う
流
し
込
ん
で
い
く
。

木
の
板
な
ど
で
グ
ッ
と
押
さ
え

て
形
を
整
え
る
。
木
の
板
が
な

い
場
合
は
大
き
い
フ
ラ
イ
返
し

な
ど
で
も
代
用
で
き
る
。
コ
ツ

は
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
油
を
こ

ま
め
に
敷
い
て
焦
げ
付
か
な
い

う
よ
う
に
す
る
こ
と
。
６
〜
７

回
こ
れ
を
繰
り
返
す
。
約
１
・

５
セ
ン
チ
幅
に
切
っ
て
皿
に
盛

り
付
け
る
。
大
根
お
ろ
し
な
ど

を
添
え
る
と
美
味
し
さ
が
倍
増

す
る
。

　

し
め
鯖
の
ガ
リ
紫
蘇
巻
き

【
材
料
】

し
め
鯖

紫
蘇
の
葉

ガ
リ
（
寿
司
の
生
姜
）

チ
ャ
イ
ブ
（
ね
ぎ
）

海
苔

作
り
方

　

市
販
の
ガ
リ
を
細
切
れ
に
刻

む
。
し
め
鯖
を
薄
く
切
る
。
海

苔
の
上
に
切
っ
た
サ
バ
を
交
互

に
敷
き
詰
め
て
い
く
。
そ
の
上

に
紫
蘇
、
ガ
リ
、
チ
ャ
イ
ブ
を

乗
せ
て
、
手
で
く
る
く
る
と
巻

い
て
い
く
。
す
の
こ
な
ど
は
必

要
な
く
、
海
苔
巻
き
の
よ
う
な

１
回
転
で
も
な
く
、
そ
の
ま
ま

渦
巻
き
上
に
巻
い
て
い
く
。
１

本
で
き
た
ら
真
ん
中
を
切
っ

て
、
さ
ら
に
３
等
分
、
６
個
が

で
き
る
。
シ
ャ
リ
の
部
分
に
し

め
鯖
を
使
っ
た
お
つ
ま
み
。
簡

単
に
で
き
て
美
味
し
く
、
酒
の

肴
に
ぴ
っ
た
り
だ
。

 一花　icca  
20 Warren St.

New York, NY 10007
 (646) 649-3415
exploretock.com

高
級
和
食
店
の
味
を
自
宅
で
再
現
す
る

鈴木料理長
　

卵
は
薄
く
焼
き
６
、７
回
卵

を
入
れ
て
焦
げ
な
い
よ
う
に

油
を
敷
い
て
重
ね
て
い
く
。

シ
ャ
リ
の
代
わ
り
に
し
め
ざ
ば
で
ガ
リ
、
紫
蘇
、
ネ
ギ
を
巻
く

味噌に浸したサワラはラップに包んで
１時間ほど冷蔵庫に置いて漬け込む

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
exploretock.com
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「
最
近
、
よ
く
反
抗
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
よ
ね
〜
」「
口

答
え
も
す
る
し
」「
注
意
す
る

と
、う
る
さ
い
っ
て
逃
げ
る
の
」

と
い
っ
た
話
題
は
、小
学
校
５
・

６
年
生
か
ら
中
学
生
に
な
る
お

子
さ
ん
の
保
護
者
間
で
よ
く
で

る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

10
代
は
い
わ
ゆ
る
「
第
２
反

抗
期
」
そ
し
て
「
思
春
期
」
に

あ
た
り
、
変
わ
っ
て
い
く
わ
が

子
を
目
の
前
に
し
て
親
と
し
て

ど
の
よ
う
に
接
し
て
い
け
ば
良

い
の
か
、
不
安
な
こ
と
も
多
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
海
外
で

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
今
回

は
「
思
春
期
と
は
？
」「
ど
の

よ
う
に
対
処
し
た
ら
い
い
の

か
？
」
な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え

い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
「
思
春
期
」
に
つ
い
て
、

思
春
期
は
通
常
10
代
初
め
か
ら

20
代
初
め
に
か
け
て
の
時
期

で
、
身
体
的
心
理
的
な
変
化
が

著
し
く
起
こ
る
時
期
で
す
。
こ

の
時
期
に
は
子
供
か
ら
大
人
へ

の
、
身
体
的
に
は
男
女
の
性
的

発
達
が
、
心
理
的
に
は
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
が
進
み
ま

す
。
子
供
か
ら
大
人
へ
の
移
行

期
で
あ
り
、
子
ど
も
に
と
っ
て

も
自
分
の
身
に
起
こ
る
変
化
に

動
揺
し
不
安
な
思
い
も
あ
り
、

感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

周
り
の
大
人
に
反
発
し
な
が
ら

自
分
な
り
の
価
値
観
や
生
き
方

等
の
自
己
探
求
が
増
え
て
い
き

ま
す
。
子
ど
も
が
親
離
れ
す
る

時
期
は
「
心
理
的
離
乳
期
」
と

も
言
わ
れ
、
親
か
ら
見
れ
ば
子

離
れ
の
時
期
で
あ
り
、
新
た
な

関
係
づ
く
り
の
時
期
で
も
あ
る

の
で
す
。

　

こ
う
し
た
思
春
期
を
迎
え
る

子
ど
も
を
理
解
し
、
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
た
め
に
は
次
の
よ
う

な
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
１
）「
許
し
て　

信
じ
て　

待

つ
」
姿
勢

　

こ
の
時
期
は
一
過
性
の
も
の

で
あ
り
、
ず
っ
と
続
く
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。反
抗
し
た
り
、

乱
暴
な
言
動
が
増
え
た
り
す
る

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
は
親
を
試
し
た
り
、

甘
え
て
い
る
と
い
っ
た
事
の
表

れ
で
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
を「
許

し
て
」、
自
己
形
成
が
確
立
し

落
ち
着
く
こ
と
を
「
信
じ
て
」、

「
待
つ
」、
こ
の
姿
勢
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。

（
２
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

子
ど
も
と
の
オ
ー
プ
ン
で
積

極
的
な
対
話
が
大
切
で
す
。
感

情
や
考
え
を
シ
ェ
ア
し
、
理
解

し
合
う
こ
と
で
信
頼
関
係
を
構

築
し
て
い
く
一
助
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
子
ど
も
の
趣
味

や
興
味
関
心
が
あ
る
こ
と
に
関

心
を
示
し
、
支
え
る
。
共
に
行

動
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
黙
っ

て
見
守
り
な
が
ら
「
で
き
る
」、

「
や
れ
る
」「
大
丈
夫
」、
と
励

ま
す
こ
と
も
大
切
で
す
。

（
３
）
ル
ー
ル
と
一
貫
性

　

家
庭
内
で
の
ル
ー
ル
を
設
定

し
、
一
貫
性
を
も
っ
て
適
応
す

る
。
説
明
と
合
理
的
な
制
約
を

伴
っ
た
ル
ー
ル
は
理
解
を
促
進

し
ま
す
。
例
え
ば
、「
１
日
の

ゲ
ー
ム
の
時
間
は
何
時
間
に
す

る
か
」
な
ど
約
束
事
を
き
ち
ん

と
話
し
合
っ
て
決
め
る
。
決
め

た
こ
と
は
お
互
い
き
ち
ん
と
守

る
こ
と
が
大
切
で
す
。ま
た「
い

け
な
い
こ
と
は
い
け
な
い
」。

親
が
ブ
レ
な
い
よ
う
心
が
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

（
４
）
家
族
の
中
の
居
場
所
づ

く
り

　

家
庭
内
で
こ
ど
も
自
身
に
何

ら
か
の
役
割
を
与
え
、
家
族
の

一
員
で
あ
る
こ
と
、
役
に
立
っ

て
い
る
こ
と
を
体
感
さ
せ
る
こ

と
で
、「
自
分
の
居
場
所
が
あ

る
」。
と
い
う
安
心
感
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
５
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
生

活
　

定
期
的
に
子
ど
も
と
話
し
合

い
、
街
の
安
全
性
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
つ
つ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
多
様
性
を
生
か
し
て
子
ど

も
が
興
味
を
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
的
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
一
緒
に
学
ん
で
い
く
こ

と
も
良
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

地
元
や
日
本
人
の
親
子
向
け
の

活
動
に
参
加
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
の
つ
な
が
り
を
築
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

最
後
に
何
よ
り
親
が
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
健
康
な
状
態
で
あ
る
こ

と
も
重
要
で
す
。
ス
ト
レ
ス
を

た
め
な
い
よ
う
心
掛
け
、
時
に

は
休
息
を
し
っ
か
り
取
り
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
生
活
を
子
ど

も
と
一
緒
に
楽
し
も
う
。
と
い

う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
で
子
育
て

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
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光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

　

夫
と
入
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
料
理

店
で
、
そ
の
日
の
日
替
わ
り
メ

ニ
ュ
ー
を
見
る
。

　

kefalaki(

ケ
フ
ァ
ラ
ー
キ)

と
書
か
れ
て
い
る
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
東
側
を
流

れ
る
イ
ー
ス
ト
川
を
渡
る
と
、

そ
こ
は
ク
イ
ー
ン
ズ
区
だ
。
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
に
ほ
ど
近
い
ア
ス

ト
リ
ア
に
は
、
今
も
ギ
リ
シ
ャ

移
民
が
多
く
住
む
。 

　

一
年
間
、
ギ
リ
シ
ャ
に
住
ん

で
い
た
夫
も
、
何
の
料
理
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
の
で
、
体
格

の
い
い
ウ
エ
イ
タ
ー
の
お
じ
さ

ん
に
尋
ね
る
。

　

羊
の
頭
だ
よ
。
最
高
に
旨
い

ぞ
。

　

夫
は
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て

い
る
。
私
た
ち
夫
婦
の
趣
味
や

嗜
好
は
と
て
も
よ
く
似
て
い
る

が
、
こ
れ
だ
け
は
大
き
く
異
な

る
。
夫
は
、
内
臓
系
の
得
体
の

知
れ
な
い
も
の
、
気
味
の
悪
い

も
の
を
好
ん
で
注
文
し
た
が

る
。

　

パ
リ
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン

で
、
夫
が
嬉
々
と
し
て
注
文
し

た
の
は
、
牛
の
腎
臓
の
ス
テ
ー

キ
だ
っ
た
。 

そ
れ
を
料
理
す

る
前
に
、
ウ
エ
イ
タ
ー
が
ご
丁

寧
に
、
わ
ざ
わ
ざ
大
き
な
生
の

腎
臓
を
見
せ
に
来
た
と
き
に

は
、
絶
句
し
た
が
、
夫
は
ご
満

悦
で
あ
る
。 

　

こ
こ
で
も
、
料
理
す
る
前
の

羊
の
頭
を
、
恭
し
く
見
せ
に
来

る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た

だ
け
で
食
欲
が
失
せ
る
。

　

お
願
い
だ
か
ら
や
め
て
、
と

激
し
く
抵
抗
し
た
も
の
の
、
夫

の
意
志
は
固
い
。

　

せ
め
て
、
私
だ
け
で
も
、
ま

と
も
な
も
の
を
注
文
し
な
け
れ

ば
と
、
好
物
の
カ
ラ
マ
リ
（
イ

カ
）
の
フ
ラ
イ
に
決
め
る
。 

　

注
文
を
取
り
に
来
た
ウ
エ
イ

タ
ー
の
お
じ
さ
ん
が
、
夫
に
向

か
っ
て
親
指
を
立
て
る
。 

　

You know the good stuff .

　

通
だ
ね
、
あ
ん
た
。 

　

ほ
ど
な
く
し
て
、
店
内
に
、

バ
ン
バ
ン
バ
ン
と
聞
き
な
れ
な

い
騒
が
し
い
音
が
こ
だ
ま
す

る
。
私
と
夫
は
思
わ
ず
、
お
し

ゃ
べ
り
を
や
め
、
耳
を
そ
ば
だ

て
る
。
ど
う
や
ら
厨
房
か
ら
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。
骨
を
た

た
き
割
っ
て
い
る
音
か
。 

　

下
手
物
好
き
の
く
せ
に
、
夫

に
は
臆
病
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

す
で
に
、
顔
に
は
や
や
後
悔
の

表
情
が
見
ら
れ
る
。 

　

ウ
エ
イ
タ
ー
が
に
こ
に
こ
し

な
が
ら
、夫
の
前
に
皿
を
置
く
。

注
文
ど
お
り
、
羊
の
頭
が
載
っ

て
い
る
。
ぎ
ょ
ろ
り
と
し
た
黒

い
片
目
が
、
私
を
に
ら
ん
で
い

る
。
見
た
く
も
な
い
の
に
、
羊

と
目
が
合
っ
て
し
ま
い
、
慌
て

て
目
を
そ
ら
す
。
気
味
が
悪
く

て
、
直
視
で
き
な
い
。 

　

濃
厚
で
独
特
な
羊
の
臭
い

が
、
湯
気
と
と
も
に
お
頭
全
体

か
ら
漂
っ
て
く
る
。 

　

軽
い
吐
き
気
を
催
す
。
そ
れ

で
も
、
好
奇
心
の
強
い
私
。
ど

ん
な
下
手
物
で
あ
っ
て
も
、
ひ

と
口
、
ト
ラ
イ
す
る
べ
し
、
を

信
条
と
し
て
い
る
。

　

羊
の
目
を
見
な
い
よ
う
に
注

意
を
払
い
な
が
ら
、
顔
の
表
面

に
か
ろ
う
じ
て
張
り
付
い
て
い

る
、
よ
く
焼
け
た
肉
を
、
手
で

パ
リ
パ
リ
は
が
し
な
が
ら
食
べ

る
。
む
ろ
ん
、
こ
ん
な
野
蛮
な

料
理
に
、
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク

の
出
番
は
な
い
。

　

や
や
塩
気
が
あ
る
よ
う
だ

が
、
さ
ら
に
塩
コ
シ
ョ
ウ
と
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
か
け
る
。 

　

夫
が
歯
茎
の
辺
り
の
肉
を
食

べ
る
さ
ま
は
、
ま
る
で
羊
と
キ

ス
し
て
い
る
よ
う
だ
。
心
を
無

に
し
て
、 
食
べ
る
こ
と
に
集
中

し
、
立
派
に
そ
ろ
っ
た
歯
を
極

力
、
見
な
い
よ
う
に
努
め
て
い

る
ら
し
い
。 

　

白
く
柔
ら
か
い
部
分
は
、
脳

味
噌
だ
。
ぼ
そ
ぼ
そ
し
て
見
え

る
も
の
の
、
口
に
入
れ
る
と
と

ろ
け
る
感
じ
が
し
て
、
白
子
の

よ
う
だ
。 

　

こ
れ
ば
か
り
は
、
も
う
二
度

と
注
文
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
な
、
と
夫
が
た
め
息
を
つ
き

な
が
ら
、ぼ
そ
り
と
つ
ぶ
や
く
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
私
は
半
分

ず
つ
互
い
の
料
理
を
味
わ
い
た

い
ほ
う
だ
が
、
夫
は
自
分
の
頼

ん
だ
品
が
気
に
入
る
と
、
そ
れ

を
独
占
し
た
が
る
。

　

ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
。
心
ゆ
く

ま
で
召
し
上
が
れ
。

　

私
に
遠
慮
せ
ず
に
、
羊
さ
ん

を
思
う
存
分
、
愛
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
な
。 

　

私
は
ひ
と
り
、
心
安
ら
か

に
、
自
分
の
料
理
を
味
わ
っ
て

い
る
。

　

カ
ラ
マ
リ
は
、
文
明
開
化
の

味
が
し
た
。 

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
」
シ
リ
ー
ズ

第
５
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔

法
の
じ
か
ん
』
に
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

 https://www.am
azon.

co.jp/dp/4167717220

羊
の
お
頭

　

Ｎ
Ｙ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
北

川
静
子
代
表
）
は
、
去
る
１
月

16
日
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
リ
ー

ダ
ー
ズ
高
校
で
餅
つ
き
を
行
っ

た
。
２
年
前
か
ら
学
校
側
の
要

請
で
日
本
語
の
授
業
を
行
っ
た

り
、
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
毎
月
１
回
同
校
を
訪

問
し
て
開
催
し
て
き
た
。
当
日

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

３
人
、
生
徒
17
人
と
校
長
が
参

加
し
た
。生
徒
た
ち
か
ら
は「
毎

回
新
し
い
食
べ
物
を
試
せ
て
面

白
い
。
お
餅
は
食
べ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
が
、美
味
し
か
っ
た
。

き
な
こ
と
、
あ
ん
こ
が
と
っ
て

も
美
味
し
い
」
と
喜
ぶ
声
が
聞

か
れ
た
。

　

同
校
は
経
済
的
に
さ
ま
ざ
ま

な
多
様
性
の
あ
る
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
持
つ
生
徒
が
多
く
、

市
が
指
定
し
た
「
教
育
機
会
が

十
分
で
は
な
い
学
校
」
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
裾
野
広
く
日
本

文
化
を
紹
介
す
る
活
動
を
続
け

て
い
る
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
国

際
交
流
基
金
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が

グ
ラ
ン
ト
を
与
え
て
助
成
し
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
り
同
校
へ
の

文
化
活
動
が
安
定
的
に
可
能
に

な
っ
た
と
い
う
。

　

北
川
さ
ん
は
代
表
と
し
て

「
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
る
こ

と
を
企
画
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、

非
常
に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
家
庭
状
況
か

が
分
か
ら
な
い
、
あ
ま
り
元
気

で
な
さ
そ
う
な
子
供
達
が
笑
顔

に
な
る
の
は
、
と
て
も
嬉
し
い

こ
と
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
も
、
毎
回
来
て
下
さ
り
、

と
て
も
良
い
経
験
、
と
言
っ
て

頂
け
る
の
も
嬉
し
い
こ
と
で

す
。
ま
さ
に
自
分
で
で
き
る
こ

と
を
い
ろ
い
ろ
考
え
、
そ
れ
を

実
行
に
移
せ
る
と
い
う
こ
と
を

自
分
自
身
で
感
じ
ま
す
し
、
そ

れ
を
他
の
方
々
も
経
験
し
て
下

さ
っ
て
い
る
よ
う
で
、
嬉
し
い

で
す
」
と
話
し
て
い
る
。

NYでボランティア
地道な活動現地校で成果

毎
月
訪
問
続
け

日
本
文
化
紹
介

日
本
の
餅
つ
き
に
笑
顔
の
高
校
生

花
岡
蔚
さ
ん
が
講
演
会

楽
団
ひ
と
り
出
前
音
学
会

　

第
一
勧
業
銀
行
（
現
み
ず
ほ

銀
行
）
国
内
支
店
長
、
大
手
電

機
メ
ー
カ
ー
取
締
役
を
歴
任

し
、
現
在
は
サ
ッ
ク
ス
片
手
に

平
和
活
動
を
す
る
花
岡
蔚
（
し

げ
る
）
さ
ん
（
80
）
が
３
月
９

日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
４
時

ま
で
「
楽
団
ひ
と
り
出
前
音
楽

会
」
を
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
西
45

丁
目
49
番
地
５
階
）
で
開
催
す

る
。
第
一
勧
業
銀
行
勤
務
時
に

は
「
Ｄ
Ｋ
Ｂ
宝
く
じ
楽
団
」
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
日
劇
な
ど
の

抽
選
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
演

奏
。
講
演
会
で
は
花
岡
氏
が
平

和
な
日
本
を
築
く
た
め
の
、
実

現
可
能
な
プ
ロ
セ
ス
を
提
起

し
、
そ
の
一
つ
と
し
て
自
衛
隊

の
「
災
害
救
助
即
応
隊
」
構
想

な
ど
、
日
本
を
真
の
平
和
国
家

に
す
る
レ
シ
ピ
を
音
学
演
奏
の

中
で
語
る
。
入
場
無
料
。

http://lab2017.jp/rice/index.html
http://www.joes.or.jp
mailto:sodanjigyo@joes.or.jp
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
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スーパーマーケット見学
NY日本人学校の3年生

4年生「10歳のつどい」
NY日本人学校で

業
の
一
環
と
し
て
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
に
あ
る
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
グ

ル
ー
プ
を
訪
問
し
た
。

　

放
送
局
に
到
着
後
、
ま
ず
子

ど
も
た
ち
は
メ
デ
ィ
ア
に
関
す

る
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
た
。
ク
イ

ズ
を
通
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
テ

レ
ビ
視
聴
時
間
の
平
均
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
率
な
ど
、

メ
デ
ィ
ア
が
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
具
体
的
な
数
字
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
ス
タ
ジ
オ

内
で
は
実
際
に
イ
ヤ
ホ
ン
マ
イ

ク
を
身
に
つ
け
、
テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
の
前
で
久
下
香
織
子
キ
ャ
ス

タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
天
気
予
報
の
放
送
原
稿
を

読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
キ
ャ
ス
タ

ー
に
挑
戦
し
た
。
ま
た
、
カ
メ

ラ
や
背
景
の
切
り
替
え
の
技
術

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
ス
イ
ッ
チ
や
カ
メ
ラ
を
操

作
す
る
体
験
も
で
き
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
普
段
テ
レ
ビ
の
画

像
と
し
て
見
慣
れ
て
い
る
ス
タ

ジ
オ
の
中
に
実
際
に
立
つ
こ
と

に
緊
張
し
つ
つ
も
、
放
送
局
の

ス
タ
ッ
フ
に
な
り
き
っ
て
ニ
ュ

ー
ス
を
伝
え
る
こ
と
に
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

放
送
局
の
ス
タ
ッ
フ
は
子
ど

も
達
か
ら
の
質
問
に
一
つ
一
つ

丁
寧
に
答
え
て
く
れ
た
の
で
、

放
送
局
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
教
科
書
で

学
ん
だ
こ
と
を
実
際
に
体
験

し
、
報
道
に
関
わ
る
人
々
の
努

力
や
や
り
が
い
も
知
り
、
将
来

へ
の
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と

が
で
き
た
１
日
と
な
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
の
３
年

生
10
人
は
６
日
、
社
会
科
移
動

教
室
と
し
て
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト（Stew Leonard’s

本
店
）

の
見
学
を
行
っ
た
。

　

児
童
はStew Leonard’s

の
帽
子
を
か
ぶ
り
、
担
当
者
か

ら
売
り
場
や
商
品
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
店
内
を
案
内
し
て
も

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
小
学
部
第
5
学
年

（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク

リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学
園
長
）
は

２
日
、
社
会
科
「
情
報
産
業
と

わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」
の
授

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、岡
田
雅
彦
校
長
）
で
８
日
、

4
年
生
の
「
10
歳
の
つ
ど
い
」

が
行
わ
れ
た
。
4
年
生
は
10
歳

を
迎
え
る
節
目
の
１
年
。
そ
の

こ
と
か
ら
２
学
期
か
ら
総
合
的

な
学
習
の
時
間
を
中
心
に
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
行
っ
て
き
た
ま
と

め
の
時
間
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
成
長
証
書
が
手
渡
さ

れ
、
一
人
一
人
が
今
ま
で
育
て

て
も
ら
っ
た
保
護
者
や
支
え
て

く
れ
た
方
へ
の
「
感
謝
」
や
、

こ
れ
か
ら
の
夢
や
目
標
に
向
け

て
の
「
決
意
」
を
発
表
し
た
。

ま
た
、
未
来
の
自
分
に
つ
い
て

考
え
「
夢
の
地
図
」
を
作
製
し

展
示
発
表
を
行
っ
た
。
式
の
終

わ
り
に
は
「
10
歳
を
迎
え
る
日

に
」
を
合
唱
し
、
会
場
は
感
動

的
な
空
気
に
包
ま
れ
た
。
堂
々

と
し
た
様
子
の
子
供
た
ち
か

ら
、
希
望
を
も
っ
て
未
来
に
進

も
う
と
す
る
意
欲
が
あ
ふ
れ
て

み
え
た
。

　

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
学
院
（
3 College Rd, 

Purchase, NY

）
は
３
月
30

日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
４
時

ま
で
、
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
を
開

催
す
る
。
当
日
は
、
午
前
９
時

か
ら
受
付
、
９
時
30
分
か
ら
学

院
説
明
会
、
午
前
11
時
か
ら
ダ

イ
ニ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
昼
食
及
び

生
徒
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア

ー
、
午
後
１
時
か
ら
教
員
に
よ

る
各
教
科
の
模
擬
授
業
と
展

示
、
生
徒
に
よ
る
運
動
部
や
文

化
部
の
紹
介
、
音
楽
演
奏
会
な

ど
が
実
施
さ
れ
る
。
模
擬
授
業

と
展
示
、
生
徒
に
よ
る
運
動
部

や
文
化
部
の
紹
介
は
途
中
か
ら

の
参
加
も
可
能
。
申
し
込
み
・

詳
細
は
学
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.keio.edu/

を

参
照
す
る
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
の
5
年
生

　

テ
レ
ビ
放
送
局
を
見
学

慶
應
義
塾
Ｎ
Ｙ
学
院

３
月
30
日
に
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

未
来
の
自
分
考
え
る

ら
っ
た
。「
野
菜
や
果
物
は
契

約
農
家
さ
ん
が
作
っ
た
も
の
が

多
い
ん
だ
よ
」「
ケ
ー
キ
や
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
買
っ
て
２
階

の
イ
ベ
ン
ト
ル
ー
ム
で
誕
生
日

会
な
ど
を
開
く
こ
と
が
で
き
る

ん
だ
よ
」
な
ど
を
教
え
て
も
ら

い
、
児
童
か
ら
は
驚
き
の
声
が

上
が
っ
た
。
ま
た
、
オ
レ
ン
ジ

を
そ
の
場
で
絞
っ
て
ジ
ュ
ー
ス

に
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
商
品

が
手
作
り
さ
れ
て
い
る
様
子
を

見
た
り
、
店
内
の
至
る
と
こ
ろ

に
あ
る
子
供
を
喜
ば
せ
る
工
夫

を
探
し
た
り
と
、
目
で
見
た
こ

と
や
感
じ
た
こ
と
を
学
習
の
し

お
り
に
一
杯
に
記
録
す
る
様
子

が
見
ら
れ
た
。

　

見
学
の
最
後
に
は
、
担
当
者

に
直
接
質
問
を
す
る
機
会
が
あ

っ
た
。「
店
は
デ
リ
バ
リ
ー
を

や
っ
て
い
る
の
か
」「
従
業
員

は
何
人
ぐ
ら
い
な
の
か
」な
ど
、

児
童
の
質
問
に
対
し
、
担
当
者

か
ら
一
つ
一
つ
丁
寧
に
答
え
て

も
ら
っ
た
。
見
学
後
、
児
童
は

「Stew Leonard’s

が
お
客
さ

ん
に
優
し
い
お
店
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
た
」「
今
度
は
家

族
で
来
た
い
」
な
ど
と
感
想
を

話
し
た
。
お
店
の
人
た
ち
の
お

か
げ
で
学
び
の
多
い
大
満
足
の

社
会
科
移
動
教
室
と
な
っ
た
。

http://www.jwsnj.org/
http://www.betteratmath.com
https://starchildny.com/
https://www.diskyoto.com/
http://shidogakuin.com
tel:2122136069
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.keio.edu/
https://www.keio.edu/
https://www.keio.edu/
https://www.keio.edu/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

の
６
年
生
は
、
５
日
と
６
日
に

W
hitby School

と
の
学
校
間

交
流
を
行
っ
た
。招
待
に
向
け
、

児
童
は
交
流
校
の
児
童
に
日
本

文
化
を
伝
え
、
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
い
う
目
的
意
識
を
も
っ

て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
準
備
を

進
め
て
き
た
。

　

５
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童

が
準
備
し
た
ブ
ー
ス
を
回
り
な

が
ら
、箸
の
使
い
方
や
折
り
紙
、

習
字
な
ど
日
本
の
伝
統
文
化
を

伝
え
た
。
翌
日
６
日
に
行
わ
れ

た
相
手
校
へ
の
訪
問
で
は
、
数

学
の
授
業
を
体
験
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
学
習
内
容
が
中
学
校
の

範
囲
だ
っ
た
た
め
難
し
か
っ
た

が
、
ペ
ア
の
児
童
と
協
力
し
て

問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

た
。２
日
間
の
活
動
を
通
し
て
、

日
々
の
英
語
科
の
学
習
を
生
か

し
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
楽
し
く

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
校
（
牧
野
佳
代
子

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
園
児
児
童
生

徒
数
１
３
０
人
）
は
10
日
、
小

学
部
1
年
生
か
ら
6
年
生
が
地

下
の
体
育
館
へ
集
い
、
コ
ロ
ナ

禍
以
来
の
全
校
な
わ
と
び
大
会

を
開
催
し
た
。開
会
に
先
立
ち
、

ダ
ン
ス
が
得
意
な
体
育
教
師
が

子
ど
も
た
ち
の
前
で
華
麗
に
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、
場

を
大
き
く
盛
り
上
げ
た
。

　

最
初
の
演
目
は
低
中
高
の
2

学
年
ご
と
に
分
け
た
な
わ
と
び

発
表
会
。
先
陣
を
切
っ
た
の
は

低
学
年
。
前
跳
び
、後
ろ
跳
び
、

駆
け
足
跳
び
、
最
後
は
自
由
な

技
で
跳
び
、
他
の
学
年
が
応
援

す
る
中
で
発
表
を
し
た
。
中
学

年
、
そ
し
て
高
学
年
も
技
を
披
露

し
た
。

　

続
い
て
、
前
跳
び
持
久
と
び

競
争
。
1
年
生
か
ら
6
年
生
の

全
員
が
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
広

が
っ
て
同
時
に
ス
タ
ー
ト
。
失

敗
し
て
し
ま
っ
た
子
か
ら
座
っ

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
（
ウ

エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ホ
ワ
イ

ト
プ
レ
ー
ン
ズ
）
で
２
月
11
日

に
父
親
参
観
を
行
っ
た
。

　

お
父
さ
ん
と
一
緒
に
幼
稚
園

で
遊
ぶ
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
子
ど
も
達
に
と
っ
て
特
別

な
1
日
の
始
ま
り
。
ク
ラ
ス
で

は
、
親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
を

し
た
り
子
ど
も
達
か
ら
お
父
さ

ん
に
向
け
て
歌
を
う
た
っ
た

り
。
ホ
ー
ル
で
は
運
動
遊
び
で

盛
り
上
が
っ
た
。
毎
日
楽
し
ん

で
い
る
体
操
か
ら
始
ま
り
、
四

つ
ん
這
い
に
な
っ
て
並
ん
だ
お

父
さ
ん
達
の
背
中
を
渡
っ
た

り
、
下
を
く
ぐ
っ
た
り
。

　

顏
を
真
っ
赤
に
し
て
頑
張
っ

て
い
た
お
父
さ
ん
、
子
ど
も
達

と
の
体
力
勝
負
に
「
ア
メ
リ
カ

に
来
て
、
一
番
体
を
動
か
し
ま

し
た
！
」
と
感
想
。
最
後
に
気

持
ち
を
込
め
て
作
っ
た
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
子
ど
も
達
か
ら
お
父
さ

ん
へ
渡
し
た
。

て
い
き
、
最
後
ま
で
残
っ
た
子

が
学
年
で
の
優
勝
者
と
な
る
競

争
で
あ
る
。
先
生
た
ち
の
「
頑

張
れ
！
」「
集
中
し
て
！
」
な

ど
の
掛
け
声
の
な
か
、
子
ど
も

達
の
気
合
い
が
体
育
館
中
に
満

ち
て
い
た
。
残
り
3
、
4
人
に

な
る
と
、
失
敗
し
て
座
っ
て
い

る
周
り
の
子
ど
も
達
か
ら
も

「
が
ん
ば
れ
、
が
ん
ば
れ
！
」

と
い
う
大
き
な
声
援
が
飛
ん
で

い
た
。
各
学
年
の
優
勝
者
と
な

っ
た
子
は
、
全
校
か
ら
の
大
き

な
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
そ
れ

ぞ
れ
誇
ら
し
気
だ
っ
た
。

　

最
後
を
飾
る
の
は
、
大
縄
跳

び
発
表
会
。
大
き
な
縄
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
高
校
生
が
２
人
で

回
し
、
1
年
生
か
ら
6
年
生
ま

で
が
長
い
列
を
作
っ
て
、
７
分

間
の
8
の
字
跳
び
に
挑
戦
し

た
。
体
育
で
の
な
わ
と
び
授
業

は
引
き
続
き
行
わ
れ
る
が
、
こ

の
大
会
を
機
に
な
わ
と
び
の
技

術
も
ぐ
っ
と
向
上
す
る
だ
ろ
う

と
同
校
で
は
期
待
し
て
い
る
。

生
徒
は
一
人
ず
つ
前
に
出
て
、

ス
ラ
イ
ド
を
表
示
し
な
が
ら
英

語
で
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
て
い

っ
た
。
そ
の
内
容
に
対
し
米
人

講
師
か
ら
い
く
つ
か
質
問
が
出

さ
れ
た
が
、
生
徒
た
ち
は
巧
み

に
英
語
で
受
け
答
え
を
し
て
い

た
。
来
米
後
あ
ま
り
時
間
の
た

っ
て
い
な
い
生
徒
に
も
最
善
を

尽
く
し
て
返
答
し
よ
う
と
す
る

様
子
が
伺
え
、
日
々
の
学
習
の

成
果
が
自
然
と
表
れ
る
時
間
と

な
っ
た
。
同
校
で
は
、
米
人
講

師
に
よ
る
Ｅ
Ｓ
Ｌ
、
日
本
人
教

員
に
よ
る
英
語
、
そ
し
て
日
米

両
教
員
に
よ
る
英
語
Ｔ
Ｔ
の
学

習
が
あ
り
、
文
部
科
学
省
の
教

育
課
程
に
準
拠
し
た
学
習
に
加

え
て
独
自
の
取
組
を
行
い
、
児

童
生
徒
の
英
語
力
向
上
に
努
め

て
い
る
。
６
年
生
は
先
輩
た
ち

の
努
力
に
大
い
に
刺
激
を
受
け

た
よ
う
だ
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
で
は
、

小
中
一
貫
校
の
利
点
を
生
か

し
、
初
等
部
６
年
生
が
中
等
部

の
授
業
見
学
を
度
々
行
っ
て
い

る
。
２
月
２
日
は
、
英
語
Ｔ
Ｔ

の
時
間
に
行
わ
れ
た
７
年
生
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
を
見

学
し
た
。
こ
の
日
の
発
表
テ
ー

マ
は
「My Best Memory

」。

6
年
生
が
交
流

現
地
校
と
２
日

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校　

楽しい
 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

育
英
サ
タ
デ
ー
校
で

全
校
な
わ
と
び
大
会

こどものくに幼稚園

父親参観を実施

中等部の
授業見学
NJ日本人学校6年生

http://www.gwjs.org
http://maikopiano.com/
https://miray109.com/
http://ymcatfv.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com


新俳句グランプリ 2024

応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About official rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2024は、米国東部時間2024年1月1日12:00AMから2024年10月31日
11:59PMまで開催します。
＊11月1日から12月31日にされた応募は2025年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社およ
びこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、
募集要項に同意したものとみなされます。

	応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。
日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは
問いません。
英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。
18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。
［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

	応募方法
Email　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、
HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。
応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお
送りください。
オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。
※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。
応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権
者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ
らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ
せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

	応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。
・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。
審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補
作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるため
には、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2023年11月25日ごろ選ばれます。

	審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン（敬称
略）が参加する予定です。

	通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補
作品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示
す書類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となりま
す。

賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー
銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー
銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー
候 補 作品は、各応 募 期 間の翌 月第 4週号の「週刊 N Y生活」、ウェブサイト 
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、
2025年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

	その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項
は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

北米伊藤園新俳句グランプリ2024　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

冬
日
向
赤
子
の
ぐ
ー
に
頬
寄
せ
て

前
田
須
美
子

Ｎ
Ｊ
州

マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
口
開
け
母
待
つteen boys

原
口
佳
奈
子

Ｎ
Ｊ
州

江
戸
の
青
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
筆
初
め

角
谷
妙
子

Ｎ
Ｙ
州

初
春
や
ご
ち
そ
う
さ
ま
と
言
え
る
幸
さ
ち

渡
邊
真
実

Ｍ
Ａ
州

元
旦
の
地
を
揺
る
が
し
は
何な
に
し為
に
や

野
原
さ
ち
こ

Ｎ
Ｊ
州

年
ご
と
に
母
に
似
て
く
る
初
鏡

川
越
範
子

Ｐ
Ａ
州

夕
映
に
カ
ナ
ダ
グ
ー
ス
の
飛
行
隊

村
尾
つ
ぐ
み

Ｎ
Ｙ
州

お
と
ま
り
会

布
団
で
ぬ
く
ぬ
く

ロ
ブ
ロ
ッ
ク
ス

国
分
多
緒

Ｐ
Ａ
州

（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
校
小
５

11
歳
）

お
は
よ
う
と

言
葉
よ
り
先

白
い
息
宮
木

和

Ｐ
Ａ
州

（
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
高
1

16
歳
）

で
き
る
か
な

汽
笛
の
ま
ね
を

口
笛
で

　

奥
山
い
ろ
は

Ｍ
Ａ
州

（
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
学
３
年

９
歳
）

も
ち
つ
き
や

一
人
で
や
る
と

言
う
子
か
な

山
岸
キ
リ
ル

Ｎ
Ｙ
州

（
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
小
４

９
歳
）

パ
ン
プ
キ
ン

か
ぜ
に
ふ
か
れ
て

こ
ま
り
が
お

宮
岸
ジ
ョ
ー
ジ
佑
典

Ｎ
Ｙ
州

（
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｐ
Ｗ
校
小
１

７
歳
）

あ
っ
け
な
く

き
え
る
ほ
う
せ
き

し
も
ば
し
ら

角
田
心
那

Ｎ
Ｙ
州

（
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｐ
Ｗ
校
小
６

11
歳
）

あ
か
つ
き
に

り
す
が
と
け
こ
む

雪
景
色

田
中
進
世
Ｎ
Ｙ
州

（
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｐ
Ｗ
校
小
５

11
歳
）

New Year’s Eve
the two-lap span
of a purring cat

─Julie Schwerin, WI 

New Year’s Eve—
a bottle rocket explodes
between today and tomorrow

─Rick Jackofsky, NY

last cicada
her voicemail still says
I’ll call you back
─Edward Cody Huddleston, GA

log bridge
a leaf balances
on a mushroom

─Garry Gay, CA

garden trellis
cucumber vines reach
for the stars
─Valentina Ranaldi-Adams, OH

bent plum tree
bud by bud
the temple bell

─Marilyn Ashbaugh, FL

Chicago winter
a third time cracks
the egg

─Dan Schwerin, IL

「1月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2024」の1月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳未
満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂いた
ことに深く御礼申し上げます。
　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日
本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選
出されます。現在も引き続き2月分の応募を受け付けており、10月31日ま
で随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
2 2/1/24 2/29/24 11:59:59pm 2/29/24
3 3/1/24 3/31/24 11:59:59pm 3/31/24
4 4/1/24 4/30/24 11:59:59pm 4/30/24
5 5/1/24 5/31/24 11:59:59pm 5/51/24
6 6/1/24 6/30/24 11:59:59pm 6/30/24
7 7/1/24 7/31/24 11:59:59pm 7/31/24
8 8/1/24 8/31/24 11:59:59pm 8/31/24
9 9/1/24 9/30/24 11:59:59pm 9/30/24
10 10/1/24 10/31/24 11:59:59pm 10/31/24

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

2 2/1/24 3/5/24 3/11/24 7 7 7
3 3/1/24 4/5/24 4/11/24 7 7 7
5 5/1/24 5/5/24 5/11/24 7 7 7
6 6/1/24 6/5/24 6/11/24 7 7 7
7 7/1/24 7/5/24 7/11/24 7 7 7
8 8/1/24 8/5/24 8/11/24 7 7 7
9 9/1/24 9/5/24 9/11/24 7 7 7

10 10/1/24 10/5/24 10/11/24 7 7 7

2024年（令和 6年）2月 24日（土） ［企画のページ］　　（14）

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org


　

2
0
2
4
年
1
月
1
日
元

旦
、
完
璧
で
は
な
い
が
な
か

な
か
満
足
で
き
る
年
初
め
と

な
っ
た
。
そ
れ
は
、
1
年
前

の
リ
ベ
ン
ジ
と
な
る
お
正
月

だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
去

年
の
元
旦
は
と
て
も
寂
し
い

も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

2
0
2
2
年
の
大
晦
日
、

私
は
と
て
も
孤
独
だ
っ
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
集
ま
れ
な
か

っ
た
父
方
の
親
戚
な
ど
、
父

と
10
人
を
超
え
る
家
族
に
囲

ま
れ
て
賑
や
か
な
雰
囲
気
だ

っ
た
。
テ
レ
ビ
で
は
ニ
ュ
ー

イ
ヤ
ー
ズ
・
イ
ブ
の
タ
イ
ム

ズ
ス
ク
エ
ア
の
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
を
や
っ
て
い
た
。
き
っ

と
、
テ
ー
ブ
ル
に
は
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
か
何
か
普
段
の
食
べ

物
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
特
別

な
も
の
は
な
か
っ
た
の
で
特

に
覚
え
て
い
な
い
。
そ
の
中

で
私
は
孤
独
だ
っ
た
。
寂
し

か
っ
た
。
そ
れ
は
、
そ
こ
に

い
た
日
本
人
は
私
一
人
だ
っ

た
か
ら
だ
。
い
つ
も
の
大
晦

日
、
そ
し
て
、
お
正
月
は
母

と
兄
が
一
緒
に
い
る
。
私
た

ち
3
人
だ
け
が
家
族
の
な
か

で
日
本
人
だ
。
日
本
に
い
れ

ば
、
大
晦
日
は
紅
白
歌
合
戦

を
み
て
、
お
正
月
は
祖
母
も

一
緒
に
お
せ
ち
料
理
と
お
雑

煮
を
食
べ
て
、
新
し
い
年
の

お
祝
い
を
す
る
。
ア
メ
リ
カ

に
い
て
も
、
母
が
か
ま
ぼ
こ

や
伊
達
巻
、
お
煮
し
め
な
ど

の
料
理
を
準
備
し
て
く
れ
て
、

お
雑
煮
も
作
っ
て
く
れ
た
。

そ
し
て
、
お
年
玉
を
も
ら
っ

た
。
こ
れ
が
私
に
と
っ
て
、

そ
れ
ま
で
の
年
末
年
始
の
過

ご
し
方
で
あ
っ
た
。

　

で
も
、
1
年
前
は
、
私
の

ア
メ
リ
カ
で
行
っ
て
い
る
高

（15）　　 ［作文のページ］ 2024年（令和 6年）2月24日（土）

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

私
が
最
大
だ
と
思
う
事
に

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
は
マ
イ
ン
ド

ラ
ル
ネ
ス
と
は
何
か
知
っ
て

い
ま
す
が
？　

日
本
語
に
「
心

こ
こ
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
表

現
が
あ
り
ま
す
が
、
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
は
そ
の
逆
で
、

大
切
な
の
は
今
、
こ
の
場
所

と
い
う
考
え
方
で
す
。
今
自

分
に
起
き
て
い
る
こ
と
を
観

察
し
、
呼
吸
や
瞑
想
を
通
し

て
向
き
合
う
こ
と
で
、
平
静

を
得
よ
う
と
す
る
の
が
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
で
す
。 

　

そ
れ
を
始
め
る
き
っ
か
け

は
、
家
の
片
付
け
で
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
や
誕
生
間
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
も
ら

う
と
嬉
し
い
の
で
す
が
、
そ

の
ま
ま
処
分
し
な
い
と
、
も

の
が
増
え
続
け
て
、
部
屋
が

い
っ
ぱ
い
に
。
気
が
つ
け
ば

い
つ
も
部
屋
が
散
ら
か
っ
て

い
る
の
が
嫌
で
、
片
付
け
を

始
め
ま
し
た
。 

　

そ
れ
を
通
し
て
気
が
つ
い

た
の
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
に

行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
で

す
。
も
う
使
わ
な
い
の
に
捨

て
ら
れ
な
い
の
は
過
去
に
こ

だ
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
同
じ

物
が
あ
る
の
に
ま
た
買
っ
て

し
ま
う
の
は
今
の
状
況
に
注

意
を
払
っ
て
い
な
い
か
ら
で

す
。
ま
た
、
い
つ
か
必
要
に

な
る
か
も
、
と
何
か
を
と
っ

て
お
く
の
も
、
決
断
を
先
延

ば
し
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
や
日
本
の
社
会

は
物
を
売
っ
て
お
金
を
得
る

こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
れ
を
買
え
ば
便
利

だ
、
と
か
き
れ
い
に
な
れ
る
、

幸
せ
に
な
れ
る
と
宣
伝
さ
れ

た
も
の
が
山
ほ
ど
売
ら
れ
て

い
ま
す
。
で
も
実
際
に
は
、

役
に
立
た
な
い
も
の
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ら
な
い

も
の
を
手
放
し
て
い
く
と
、

部
屋
が
す
っ
き
り
し
て
、
自

分
に
本
当
に
必
要
な
も
の
が

分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
時

間
の
使
い
方
や
食
事
の
仕
方

に
も
応
用
で
き
ま
す
。
今
こ

の
瞬
間
、
何
に
時
間
を
使
う

か
を
考
え
た
り
、
栄
養
価
を

考
え
な
が
ら
食
べ
物
を
よ
く

味
わ
っ
て
食
事
を
し
た
り
し

て
い
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
瞬

間
が
と
て
も
大
切
な
も
の
に

思
え
ま
す
。

　

私
は
ま
だ
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
の
初
心
者
で
す
が
、
過

去
を
振
り
返
っ
て
く
よ
く
よ

し
た
り
、
将
来
を
心
配
し
な

が
ら
生
き
る
の
で
は
な
く
、

今
に
集
中
し
、
あ
り
の
ま
ま

の
自
分
を
見
つ
め
な
が
ら
、

毎
日
を
大
切
に
生
き
る
た
め

に
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
活

用
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

  　
（
滞
米
14
年
）

 「
２
年
ぶ
り
の
お
正
月
」

　
　
　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

恵
満

　

わ
た
し
は
、
な
つ
や
す
み

に
か
ぞ
く
で
ボ
ス
ト
ン
に
く

じ
ら
を
み
に
い
き
ま
し
た
。

ふ
ね
に
の
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ふ
ね
の
な
か
で
は
、
ピ
ザ

を
た
べ
ま
し
た
。
ピ
ザ
は
小

さ
か
っ
た
け
れ
ど
、
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

　

く
じ
ら
を
み
た
と
き
、
み

ん
な
が
「
フ
ュ
ー
」
と
い
い

ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
な
に

も
い
わ
な
か
っ
た
で
す
。

　

く
じ
ら
を
み
て
、
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
り
ゆ
う
は
、
く

じ
ら
に
あ
な
が
あ
い
て
い
た

か
ら
で
す
。
わ
た
し
は
、
そ

わ
そ
わ
し
ま
し
た
。
く
じ
ら

っ
て
ほ
ん
と
う
に
い
る
ん
だ

と
お
も
い
ま
し
た
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
わ
た
し
は
、
く

じ
ら
が
ぜ
つ
め
つ
し
た
と
お

も
っ
た
か
ら
で
す
。

　

つ
ぎ
は
、
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ

が
み
た
い
で
す
。

　
　
　
　

  　
（
滞
米
10
か
月
）

　

こ
の
夏
、
私
は
世
界
中
に

大
切
な
友
達
が
で
き
ま
し
た
。

三
週
間
の
テ
キ
サ
ス
で
の
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
出
会
っ
た

約
十
カ
国
か
ら
来
た
仲
間
で

す
。

　

私
は
六
月
の
終
わ
り
に
、

ア
メ
リ
カ
代
表
と
し
て
他
に

三
人
の
仲
間
と
ダ
ラ
ス
に
行

き
ま
し
た
。
家
族
と
二
週
間

も
は
な
れ
る
の
も
初
め
て
で
、

最
初
は
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な

り
ま
し
た
。
楽
し
い
け
れ
ど

き
ん
ち
ょ
う
し
た
毎
日
で
、

キ
ャ
ン
プ
開
始
か
ら
一
週
間

経
っ
た
こ
ろ
に
体
調
を
く
ず

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
夜
中
、

気
持
ち
が
悪
く
な
っ
て
は
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。
シ
ン
ク

を
な
が
め
な
が
ら
ぼ
ー
っ
と

し
て
い
た
ら
、
ル
ー
ム
メ
ー

ト
の
オ
リ
ビ
ア
が
起
き
て
、

「
え
ま
、
ど
う
し
た
の
？
大
じ

ょ
う
夫
？
」
と
声
を
か
け
て

く
れ
ま
し
た
。
自
分
で
も
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら

な
か
っ
た
の
で
、
オ
リ
ビ
ア

が
心
配
し
て
、
優
し
く
声
を

か
け
て
く
れ
た
の
が
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の

後
、
オ
リ
ビ
ア
と
は
色
々
な

こ
と
を
話
せ
る
大
切
な
友
達

に
な
り
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
で
は
「
世
界
の

人
々
を
幸
せ
に
す
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
」
が

メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
し
た
。
毎

日
色
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

私
が
思
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特

ち
ょ
う
が
あ
っ
て
、
似
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、
ち
が

う
と
こ
ろ
も
あ
る
け
れ
ど
、

友
達
に
な
っ
た
ら
、
あ
ま
り

国
は
関
係
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

国
が
関
係
な
く
、
わ
か
り

合
え
る
と
、
世
界
が
一
歩
平

和
に
近
づ
け
る
と
思
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
の
仲
間
と
は
、
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
友
達
で
い

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
ま
た

会
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 （
滞
米 

11
年
）

 「
お
お
き
い
く
じ
ら
」

　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
わ
は
ら　

え
ま

　

ぼ
く
が
家
族
で
助
け
合
っ

た
の
は
、
お
母
さ
ん
が
体
調

ふ
り
ょ
う
だ
っ
た
時
で
す
。

そ
の
時
は
、
お
母
さ
ん
が
ね

こ
ん
で
い
た
た
め
お
母
さ
ん

は
り
ょ
う
理
が
作
れ
な
か
っ

た
の
で
、
力
を
合
わ
せ
て
お

父
さ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
ぼ

く
で
り
ょ
う
理
を
作
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
ぼ
く
が
た
ま
ご
を

わ
っ
て
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
た

ま
ご
を
や
い
て
、
お
父
さ
ん
が

お
肉
を
や
き
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、「
ぼ
く
も
が
ん
ば
ろ
う
。」

と
言
っ
て
、
お
米
を
と
ぎ
ま

し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
お
母

さ
ん
が
来
て
、「
す
ご
い
ね
。」

と
、
ぼ
く
に
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
ぼ
く
は
、「
お
父
さ
ん

と
お
姉
ち
ゃ
ん
が
い
た
お
か

げ
だ
よ
。」
と
言
い
、
み
ん
な

で
ご
は
ん
を
食
べ
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、「
自
分
で
ご
は
ん

を
作
れ
て
う
れ
し
い
な
。」
と

思
い
な
が
ら
、
お
い
し
く
ご

は
ん
を
全
部
食
べ
ま
し
た
。

　

お
米
を
と
げ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
も

っ
と
お
手
つ
だ
い
を
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。

　
　

  　
（
滞
米
３
年
１
か
月
）

 「助け合った事」
　　　　　　ニューヨーク育英学園 PW校小３
　　　　　　　　　　　　　　つぼい　はるき

校
は
1
月
2
日
か
ら
始
ま
っ

て
し
ま
い
、
休
み
を
と
り
、

日
本
に
行
く
よ
う
な
年
齢
で

も
状
況
で
も
な
か
っ
た
。
母

は
祖
母
の
面
倒
を
み
る
た
め
、

そ
し
て
、
大
学
生
の
兄
は
時

間
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
二
人

と
も
日
本
に
行
っ
て
し
ま
い
、

私
は
初
め
て
ア
メ
リ
カ
で
一

人
で
父
の
家
族
に
囲
ま
れ
て

過
ご
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ

に
い
る
人
た
ち
の
中
で
私
だ

け
が
日
本
人
だ
と
痛
感
し
た
。

お
雑
煮
も
な
い
し
、
お
せ
ち

も
な
い
し
、
お
年
玉
も
な
か

っ
た
。
H
a
p
p
y  

N
e
w 

Y
e
a
r
!
と
声
を
か
け
あ

っ
た
が
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
と
は
言
わ
な
い
し
、

日
本
語
を
話
す
こ
と
も
で
き

な
か
っ
た
。
新
し
い
年
に
な

っ
た
が
、
お
正
月
は
な
か
っ

た
。

　

2
0
2
4
年
の
年
始
も
母

は
私
を
残
し
て
日
本
に
行
っ

て
し
ま
っ
た
。
だ
が
、
今
年

は
兄
も
1
月
2
日
に
大
学
に

戻
る
た
め
、
一
緒
に
ア
メ
リ

カ
に
い
た
の
だ
。
今
年
は
日

本
人
が
一
人
で
は
な
い
。
仲

間
が
い
る
の
だ
。
一
緒
に
喜

ん
で
食
べ
て
く
れ
る
仲
間
が

い
る
か
ら
お
雑
煮
を
作
ろ
う

と
思
っ
た
。

　

年
末
は
母
に
頼
ん
で
、
は

じ
め
て
、
日
系
の
ス
ー
パ
ー
、

M
a
i
d
o
で
お
せ
ち
を
注

文
し
て
も
ら
っ
た
。
31
日
に

兄
に
運
転
を
し
て
も
ら
い
、

お
せ
ち
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に

ぬ
か
り
は
な
か
っ
た
。
そ
し

て
、
母
に
連
絡
を
し
て
お
雑

煮
の
レ
シ
ピ
を
手
に
入
れ
た
。

か
つ
お
出
汁
を
と
り
、
鶏
肉
、

大
根
、
人
参
、
ほ
う
れ
ん
草

を
一
緒
に
煮
た
。
お
餅
を
焼

い
て
、
最
後
に
い
れ
、
お
雑

煮
の
出
来
上
が
り
で
あ
る
。

大
根
の
切
り
方
は
か
な
り
大

き
か
っ
た
し
、
少
し
見
た
目

は
悪
か
っ
た
が
味
は
な
か
な

か
良
い
お
雑
煮
が
で
き
た
。

兄
も
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
た
。

M
a
i
d
o
の
お
せ
ち
は
、

私
が
大
好
き
な
イ
ク
ラ
が
入

っ
て
い
て
、
贅
沢
な
気
分
を

味
わ
え
た
。
お
せ
ち
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
伊
達
巻
も
美

味
し
く
た
べ
た
。

　

今
年
は
や
っ
と
2
年
ぶ
り

に
お
正
月
が
や
っ
て
き
た
。

　
　

  　
（
滞
米
12
年
５
か
月
）

 「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な
生
き
方
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

摩
耶
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 「
忘
れ
ら
れ
な
い
夏
休
み
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
田　

愛
真
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mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com


2024年（令和 6年）2月 24日（土） ［LIVING in USA］　　（16  ）

　

こ
の
時
期
、
日
本
か
ら
来
米
す
る
日
本
企
業
の
赴
任
者
に
重
宝

さ
れ
る
の
が
サ
ー
ビ
ス
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
短
期
滞
在

型
の
ア
パ
ー
ト
だ
。
家
具
や
家
電
、
キ
ッ
チ
ン
用
品
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
や
リ
ネ
ン
類
、
生
活
に
必
要
な
も
の
を
す
べ
て
揃
え

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
来
米
後
す
ぐ
に
生
活
を
開
始
さ
せ
た
い
、

出
張
や
赴
任
・
帰
任
時
の
仮
住
ま
い
の
ほ
か
、
一
年
以
内
の
住
ま
い
、

ま
た
旅
行
の
際
に
も
利
用
が
可
能
だ
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
が
目
の
前
に
あ
る
の
で
、

引
越
し
前
の
仮
住
ま
い
や
、
帰
国
前
の
一
時
滞
在
先
と
し
て
人
気

だ
。
日
系
企
業
の
多
い
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
イ
ー
ス
ト
に
も
徒
歩
で
ア

ク
セ
ス
が
で
き
、深
夜
の
帰
宅
も
安
心
。
契
約
は
１
か
月
か
ら
可
能
。

家
賃
に
は
光
熱
費
や
ネ
ッ
ト
代
も
含
ま
れ
て
い
る
。
タ
イ
ム
ズ
ス

ク
エ
ア
と
い
う
立
地
も
あ
り
旅
行
者
に
も
魅
力
的
な
部
屋
だ
。

　

建
物
施
設
内
に
は
24
時
間
の
ド
ア
マ
ン
、ジ
ム
、ル
ー
フ
ト
ッ
プ
、

最
寄
り
駅
は
１
番
線
、
Ｎ
、
Ｃ
ラ
イ
ン
の
地
下
鉄
駅
ま
で
徒
歩
３

分
〜
４
分
。
ビ
ル
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
管
理
が
行
き
届
い
て
い
る
。

１
か
月
以
上
、
数
か
月
間
の
滞
在
に
ピ
ッ
タ
リ
。
家
賃
は
光
熱
費
、

ネ
ッ
ト
代
込
み
で
月
額
５
０
０
０
ド
ル
か
ら
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以

降
は
ホ
テ
ル
代
が
高
騰
し
、
月
単
位
の
滞
在
費
も
高
騰
傾
向
に
あ

る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
も
あ
る
の
で
と
て
も
便
利
だ
。

　　

サ
ー
ビ
ス
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、
短
期
・
中
期
で
の
滞
在
コ
ス

ト
を
抑
え
、
ま
た
短
い
期
間
で
も
ホ
テ
ル
と
は
違
っ
て
あ
た
か
も

自
分
の
家
に
住
ん
で
い
る
よ
う
な
生
活
が
で
き
る
利
点
が
あ
る
。

短
期
滞
在
な
が
ら
も
、
近
所
散
策
で
自
分
だ
け
の
小
さ
な
レ
ス
ト

ラ
ン
を
見
つ
け
た
り
、
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
し
て
自
炊
を
楽
し
ん

だ
り
、
毎
日
通
う
カ
フ
ェ
で
店
員
さ
ん
と
仲
良
く
な
っ
た
り
、
お

気
に
入
り
の
散
歩
コ
ー
ス
を
見
つ
け
た
り
と
、
二
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

気
分
で
生
活
が
楽
し
め
る
の
が
嬉
し
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
２
１
２
・３
９
１
・５
５
４
７
、

Ｅ
メ
ー
ルmatsuzaki@able-global.com

、
松
﨑
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
エ
イ
ブ
ル
）

短期滞在型サービスアパートで、気分はニューヨーカー

　

３
月
23
日
（
土
）
に
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
開
催
さ
れ

る
「
全
米
桜
祭
り
」
の
開

会
式
に
出
演
す
る
日
本
の
フ

ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
森
山
直

太
朗
が
、
そ
の
前
日
22
日

（
金
）
に
国
立
ア
ジ
ア
美
術

館
（Smithonian’s National 

M
useum

 of Asian Art, 
1050 Independence Ave. 
SW

　

W
ashington, DC

）
で

一
夜
限
り
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
を
実
施
す
る
。
国
際
交

流
基
金
と
国
立
ア
ジ
ア
美
術
館

の
共
催
事
業
。

　

森
山
は
日
本
デ
ビ
ュ
ー
20
周

年
を
記
念
し
た
ア
ル
バ
ム
「
素

晴
ら
し
い
世
界
」を
引
っ
提
げ
、

２
０
２
２
年
６
月
に
イ
ン
デ
ィ

ー
ズ
時
代
の
思
い
出
の
地
、
吉

祥
寺
・
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
「
曼
荼

羅
」
で
の
初
日
公
演
か
ら
約
１

年
４
か
月
、
自
身
初
と
な
る
全

国
１
０
１
回
の
ア
ニ
バ
ー
サ
リ

ー
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
き
た
。

 

ツ
ア
ー
番
外
篇
と
し
て

１
０
２
回
目
は
自
身
初
と
な

る
両
国
国
技
館
公
演
も
発
表

し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
公
演

は
１
０
３
回
目
と
な
る
。
ピ
ア

ニ
ス
ト
櫻
井
大
介
、
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
・
コ
ー
ラ

ス
と
と
も
に「
さ
く
ら（
独
唱
）」

も
演
奏
予
定
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
無
料
。
参
加

登
録
等
の
情
報
に
つ
い
て
は

国
際
交
流
基
金
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://www.
jcciny.org

）
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
確

認
す
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
４
８
９
・
０
２
９
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル AKinaru_

Rokkaku@jpf.go.jp 

（
六
角
さ

ん
）
ま
で
。

森
山
直
太
朗
ラ
イ
ブ

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
３
月
22
日
に
特
別
公
演

全
米
桜
祭
り
で
来
米

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://www.redacinc.com/
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
http://kiku-ny.com
tel:9176780297
mailto:matsuzaki@able-global.com
mailto:Rokkaku@jpf.go.jp
mailto:Rokkaku@jpf.go.jp
mailto:Rokkaku@jpf.go.jp
mailto:Rokkaku@jpf.go.jp
https://www.jcciny.org


（17）　　 ［クラシファイド］ 2024年（令和 6年）2月 24日（土）

http://www.startsnewyork.com
http://brooklyntime.net
https://www.flowcode.com/page/territerui?utm_term=bchdCIiSU#fid=bchdCIiSU&c=df3b8001-82cc-4905-8628-638479642c38-SSE:1670700937
http://snsrealty.com/
http://www.furumoto.com
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日
本
酒
・
焼
酎
製
造
者
協
会

は
焼
酎
月
間
を
記
念
し
、
今
月

20
日
か
ら
29
日
（
木
）
ま
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
で
焼
酎
ウ
ィ
ー
ク
を
開
催

す
る
。
同
協
会
は
Ｎ
Ｙ
日
本
食

レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
お
よ
び
Ｃ
Ａ

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
と
提

携
し
、
参
加
す
る
33
の
日
本
食

レ
ス
ト
ラ
ン
に
焼
酎
を
提
供
す

る
。
参
加
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、 　

ア
ー
ト
を
通
し
て
ア
ジ
ア
文

化
を
広
く
米
国
に
紹
介
し
て
い

る
団
体
、
シ
ビ
ル
ザ
ジ
ア
ン

日
本
各
地
の
焼
酎
を
期
間
限
定

の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ

て
紹
介
す
る
。
今
回
紹
介
さ
れ

る
焼
酎
は
、壱
岐
（
玄
海
酒
造
、

長
崎
県
）、
赤
魔
性
（
井
上
酒

造
、
宮
崎
県
）、
百
年
の
孤
独
・

中
々
（
宮
崎
県
）
な
ど
、
17
酒

造
の
20
種
。
参
加
レ
ス
ト
ラ

ン
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト https://

nyjapaneserestaurant.org/
shochuweek/

を
参
照
す
る
。

　

昨
年
の
米
国
内
で
の
販
売
開

始
か
ら
１
年
を
迎
え
た
福
島
県

産
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
米
「
天

の
つ
ぶ
」
の
令
和
５
年
産
の
新

米
が
入
荷
し
た
こ
と
に
あ
た

り
、
３
月
１
日
（
金
）
か
ら
14

日
（
木
）
ま
で
ミ
ツ
ワ
マ
ー
ケ

ッ
ト
プ
レ
イ
ス
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
店
（595 River Rd, 

Edgewater

）
で
、「
天
の
つ
ぶ
」

新
米
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
る
。

　
「
天
の
つ
ぶ
」
は
、
し
っ
か

り
と
し
た
硬
め
の
食
感
が
特

徴
。
冷
め
て
も
美
味
し
く
、
お

弁
当
や
炒
飯
、
寿
司
な
ど
に
も

ピ
ッ
タ
リ
な
日
本
米
。
精
米
品

だ
け
で
な
く
、
パ
ッ
ク
ラ
イ
ス

も
新
米
を
使
用
し
て
製
造
し
販

売
し
て
い
る
。
パ
ッ
ク
ラ
イ
ス

は
レ
ン
ジ
で
加
熱
す
る
だ
け

で
、
ま
る
で
炊
き
立
て
ご
は
ん

の
よ
う
な
味
わ
い
を
楽
し
め
る

自
信
作
と
な
っ
て
い
る
。
販
売

価
格
は
「
天
の
つ
ぶ
」
５
㎏
が

フ
ェ
ア
期
間
中
24
ド
ル
99
セ
ン

ト
（
通
常
価
格
32
ド
ル
99
セ
ン

ト
）、
パ
ッ
ク
ラ
イ
ス
が
同
フ

ェ
ア
期
間
中
は
5
ド
ル
49
セ
ン

ト
（
通
常
価
格
８
ド
ル
99
セ
ン

ト
。
3
月
２
日
（
土
）、
3
日

（
日
）、9
日
（
土
）、10
日
（
日
）

の
４
日
間
は
試
食
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
ま
た
、イ
ベ
ン
ト
で「
天

の
つ
ぶ
」
を
購
入
し
た
人
に
は

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
さ
れ
て
い

る
（
数
量
限
定
・
無
く
な
り
次

第
終
了
）。
天
の
つ
ぶ
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttp://lab2017.jp/

rice/index.html

（CivilizAsian

、
エ
マ
・
リ
ウ

代
表
、
本
部
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

の
新
春
文
化
イ
ベ
ン
ト
が
16
日

午
後
、
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
レ
ジ
デ

ン
ス
・
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
で
開
催

Photo :Universal Pictures; Apple Original Films; and MARV

 

動
画
予
告

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

 ■上映館■
 Regal E-Walk 4DX & RPX

247 W. 42nd St.
AMC Empire 25

234 West 42nd St.
AMC Loews 34th Street 14

312 W. 34th St.　

エリー（ハワード）はペットのアルフィーと旅に出る
　

軽
妙
な
ス
パ
イ
コ
メ
デ
ィ

「
キ
ン
グ
ス
マ
ン
」
シ
リ
ー
ズ

の
監
督
マ
シ
ュ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン

が
ウ
ィ
ッ
ト
と
ユ
ー
モ
ア
だ
け

で
は
物
足
り
な
い
と
、
キ
ン
グ

ス
マ
ン
路
線
を
大
幅
に
逸
脱

し
、
ア
ク
シ
ョ
ン
満
載
の
マ
ン

ガ
風
仕
立
て
で
描
く
ド
派
手
ス

パ
イ
映
画
。

  

ス
パ
イ
小
説
の
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
作
家
が
実
際
の
ス
パ
イ
大
作

戦
に
巻
き
込
ま
れ
る
、
と
い
う

流
れ
だ
が
、
後
半
に
か
け
て
ど

ん
で
ん
返
し
が
仕
込
ま
れ
て
い

る
の
で
お
楽
し
み
に
。

　
「
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
・
ワ
ー
ル

ド
」
シ
リ
ー
ズ
の
ブ
ラ
イ
ス
・

ダ
ラ
ス
・
ハ
ワ
ー
ド
、「
ス
リ

ー
・
ビ
ル
ボ
ー
ド
」
で
ア
カ
デ

ミ
ー
助
演
男
優
賞
を
受
賞
し
た

サ
ム
・
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
、
サ
ミ

ュ
エ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ら
個
性

派
俳
優
陣
に
か
わ
い
い
ス
コ
テ

ィ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
ド
の
に
ゃ
ん

こ
が
加
わ
る
。

　

エ
リ
ー
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
（
ハ

ワ
ー
ド
）
は
イ
ケ
メ
ン
・
ス
パ

イ
、
ア
ー
ガ
イ
ル
を
主
人
公
に

し
た
小
説
で
人
気
を
集
め
て
い

る
。
シ
リ
ー
ズ
は
ど
れ
も
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な
り
現
在
、
５
作

目
を
執
筆
中
。
最
終
章
で
つ
ま

ず
き
、
気
分
展
開
も
兼
ね
て
シ

カ
ゴ
に
い
る
両
親
を
訪
ね
る
こ

と
に
し
た
。
家
族
同
然
の
ペ
ッ

ト
、
ア
ル
フ
ィ
ー
を
バ
ッ
ク
パ

ッ
ク
に
し
ょ
っ
て
汽
車
の
旅

だ
。

　

と
こ
ろ
が
途
中
の
車
内
で
突

然
、
変
な
男
た
ち
に
襲
わ
れ
そ

う
に
な
る
。
助
け
て
く
れ
た
の

は
自
称
ス
パ
イ
の
エ
イ
デ
ン

（
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
）。
エ
リ
ー
の

小
説
が
実
際
に
悪
の
秘
密
組
織

と
ス
パ
イ
と
の
戦
い
を
予
測
し

て
い
る
内
容
で
、
組
織
が
エ
リ

ー
の
命
を
狙
っ
て
い
る
、
と
い

う
な
ん
と
も
キ
ツ
ネ
に
つ
ま
ま

れ
た
よ
う
な
話
だ
が
、
殺
さ
れ

か
け
た
の
は
紛
れ
も
な
い
事
実

で
そ
の
悪
の
組
織
を
暴
く
た
め

に
２
人
は
ロ
ン
ド
ン
に
向
か

う
。

　

こ
こ
か
ら
は
エ
リ
ー
と
エ
イ

デ
ン
の
探
索
と
小
説
の
中
の
ア

ー
ガ
イ
ル
と
そ
の
仲
間
の
活
躍

と
が
マ
ー
ジ
し
な
が
ら
全
体
の

ス
ト
ー
リ
ー
が
進
行
。
思
い
も

よ
ら
な
い
黒
幕
が
次
々
登
場
、

殺
し
屋
た
ち
に
追
い
詰
め
ら
れ

危
機
一
髪
の
と
こ
ろ
ウ
ソ
の
よ

う
な
展
開
で
逃
げ
延
び
た
り
と

爆
笑
シ
ー
ン
に
は
こ
と
欠
か
な

い
。

　

ア
ー
ガ
イ
ル
に
扮
す
る
の
は

「
マ
ン
・
オ
フ
・
ス
テ
ィ
ー
ル
」

で
ス
ー
パ
ー
マ
ン
役
を
演
じ
た

ヘ
ン
リ
ー
・
カ
ヴ
ィ
ル
。
７
代

目
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ボ
ン
ド
候
補

に
挙
が
っ
て
い
る
だ
け
あ
り
、

華
麗
で
無
敵
ぶ
り
の
ス
パ
イ
役

に
は
う
っ
て
つ
け
。
２
時
間
19

分
。
Ｐ
Ｇ-

13
。　
　
　
（
明
）

猫
も
空
飛
ぶ
ス
パ
イ
大
作
戦

ARGYLLE

 EVENT　
■「日本ふるさと名産食品展 in NY」＝ 2/22 ～
2/25　Japan Village（934 3rd Avenue）一般財
団法人自治体国際化協会主催、自治体の海外販
路開拓支援を行うための日本各地の名産品を集
めた物産展。今回で 3度目となるこの食品展で
は酒粕チョコレート（愛知県）、こんにゃくスイー
ツ（熊本市）など、10 自治体／ 15 事業者によ
る 60 品目の地域特産品の実食・販売が行われる。
入場無料。
詳細は https://japanvillage.com/
■青山学院校友会＝ 2/24 日　17:00 Sinigual（630 
3rd Ave. bet 41st & 42nd St.）2023 年度校友会活
動および会計報告、2024 年度活動報告と親睦会
が行われる。会費＄60（食事・飲み物すべて含む）。 
問い合わせ・申し込みは電話 917-428-4132、E
メール alumni.aogaku.ny@gmail.com（菊池さん）
まで。
■国際ビューティーショー＝ 3/3 ～ 3/5 Javits 
Convention Center（429 11th Ave）毎年春に開
催されるヘアースタイリスト、エステティシャ
ン、ネイリスト、メイクアップアーティスト、
スパ・サロンオーナーのための大規模美容ショー
ケース。200 社以上が出展し、新製品の紹介や新
スタイルが発表される。　
詳細は https://www.ibsnewyork.com/
■第 21 回オーキッドショー＝ 4/21 まで  The 
New York Botanical Garden（2900 Southern 
Boulevard,Bronx）NY 植物園で開催される毎年恒
例のラン展。今年は「Florals in Fashion」をテー
マに 3人のアーティストがデザインした色鮮や
かで華やかな作品が展示される。入場料：一般
＄35、学生・シニア＄31、2～ 12 歳＄15、会員・
2歳以下は無料。
詳細はwww.nybg.org/

MUSIC
■サタデーアフタヌーン・ジャズコンサート＝
2/24  16:00  The Reformed Church of Newtown
（85-15 Broadway）NY を拠点に活動するジャ

ズサックス奏者、及川陽菜によるコンサート。
クイーンズ区エルムハーストにあるニュータ
ウン改革派教会にて。及川のオリジナル曲を
中心に若手ジャズメンたちがエネルギッシュ
な演奏を披露する。入場無料（寄付制＄10 ～
＄20）チケット予約は https://partiful.com/e/
RgrqNQJGoDqGkSHxJ9Ox から。
■ジャズピアニスト浅井岳史コンサート＝
3/8　21:00  Fiction Brooklyn（308 Hooper St. 
Brooklyn）世界 8か国、6言語で高評価を受けた
ジャズピアニスト、浅井岳史トリオが昨年リリー
スしたアルバムに、NYの若手サックス奏者を迎
えたカルテットで出演する。入場無料。
詳細は http://fi ctionbk.com/

THEATRE/DANCE
■ NYC オフブロードウエーウィーク＝ 3/3 まで  
市内各劇場　チケット購入時にディスカウント
コード「OBW24」を入力すると、コメディやド
ラマなどのチケットが 1枚分の値段で 2枚購入
できるお得なプロモーション。「ブルーマン」「ド
ランク・シェイクスピア」「シンデレラ・ザ・ミュー
ジカル」など 30 作品が参加。
詳 細 は https://www.nyctourism.com/off-
broadway-week
■「ジャパニーズ・ホラー」＝ 3/1 ～ 3/14  
Film Forum （209 West Houston St.） 国際交流
基金ニューヨーク日本文化センターとフィルム
フォーラムの共催。日本映画史に残るホラー映
画の名作や貴重な作品 25 本を一挙上映する。
1920 年代のサイレント映画から 2000 年代初頭
までの 90 年間を網羅した上映ラインナップに
は、黒澤明、溝口健二、小林正樹、勅使河原宏、
新藤兼人、本多猪四郎、大林宣彦、三池崇、黒
沢清、中田秀夫の作品が含まれる。入場料：一
般＄17、会員＄11
詳細は https://fi lmforum.org/

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ART
■グループ展「Post No Bills」＝ 2/29 ～ 3/24  
NowHere（40 Wooster St）日本にルーツを持ち、
NYを拠点に活動するアーティストの作品を紹介
する展覧会。参加アーティストは石井秀典、長
坂フミ、ジェレミー・祐人・中村、依田順子の 4
人。都市の風景に溶け込むアイコニックなグラ
フィック「Post No Bills（張り紙禁止）」につい
て独自の解釈で制作した作品を展示する。オー
プニングレセプションは 2/29 午後 6～ 8時。入
場無料。
詳細は https://www.nowhere-nyc.com/

焼
酎
週
間
Ｎ
Ｙ
と
加
州
で

20
日
か
ら
29
日
ま
で
開
催
へ

「天のつぶ」新米フェア
3月1日からミツワで
福島県産のオリジナル品種米

アジアの美
文化講演会開催
CivilizAsian

さ
れ
、
40
人
の
招
待
客
が
参
加

し
た
。
日
系
か
ら
は
同
団
体
理

事
を
務
め
る
ゲ
イ
リ
ー
森
脇
氏

が
出
席
し
た
。

　

当
日
は
作
家
の
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
Ａ
・
リ
レ
ー
氏
、
蝶
々
夫

人
の
衣
装
を
手
が
け
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ハ
ン
・

フ
ェ
ン
さ
ん
、
ア
ジ
ア
古
典
衣

装
を
研
究
す
る
ヘ
ザ
ー
・
グ
オ

さ
ん
が
講
演
し
た
。講
演
後「
五

番
街
で
は
ア
ジ
ア
系
の
モ
デ
ル

の
ポ
ス
タ
ー
が
目
立
つ
が
、
ア

ジ
ア
系
＝
美
と
い
う
認
識
が
高

ま
っ
て
い
る
の
か
」
と
の
質
問

に
「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
な
ど
を
見
て

も
、
ま
だ
ま
だ
ア
ジ
ア
系
が
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
に
は
な

っ
て
い
な
い
と
思
う
が
、
ア
ジ

ア
に
目
が
向
い
て
い
る
こ
と
は

確
か
」
な
ど
と
話
し
た
。

講演会で挨拶するリウ代表

http://hinomaru-limo.com
mailto:meiseimotors@aol.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://fi
https://www.nowhere-nyc.com/
https://partiful.com/e/
http://fi
https://www.nyctourism.com/off-broadway-week
https://www.nyctourism.com/off-broadway-week
https://www.nyctourism.com/off-broadway-week
https://japanvillage.com/
mailto:alumni.aogaku.ny@gmail.com
https://www.ibsnewyork.com/
http://www.nybg.org/
https://nyjapaneserestaurant.org/shochuweek/
http://lab2017.jp/rice/index.html
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今
回
は
、
女
性
の
お
肌
を
内

面
か
ら
綺
麗
に
す
る
美
肌
ホ
ル

モ
ン
の
お
話
で
す
。
お
肌
と
ホ

ル
モ
ン
に
は
重
要
な
関
係
性
が

あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
中
で
も
女
性
特
有
の

ホ
ル
モ
ン
「
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
」

は
、
肌
の
弾
力
と
水
分
を
保
持

し
て
く
れ
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
や
ヒ

ア
ル
ロ
ン
酸
の
合
成
を
促
進

し
、
新
陳
代
謝
を
活
発
に
す
る

た
め
、「
美
肌
ホ
ル
モ
ン
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
内
面
的

な
ケ
ア
と
し
て
上
手
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。医
療
的
な
ケ
ア
と
し
て
は
、

実
際
に
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
を
投
与

す
る
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
が
あ

り
ま
す
が
、
食
品
や
サ
プ
リ
メ

ン
ト
か
ら
も
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
に

似
た
成
分
を
摂
取
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
は

大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
。
和
食
に

は
納
豆
、
豆
腐
、
味
噌
、
豆
乳

な
ど
の
大
豆
製
品
が
多
い
た
め

手
軽
に
摂
取
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
植
物
性
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

は
ザ
ク
ロ
や
い
ち
じ
く
、
ク
ラ

ン
ベ
リ
ー
に
も
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
も
っ
と
簡
単
に
摂
取

し
た
い
方
は
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の

力
を
借
り
ま
し
ょ
う
。
最
近
で

は
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
か
ら
作

ら
れ
る
成
分
「
エ
ク
オ
ー
ル
」

が
配
合
さ
れ
た
サ
プ
リ
メ
ン
ト

が
主
流
。
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン

が
腸
内
細
菌
と
結
び
つ
い
て
生

成
さ
れ
る
ス
ー
パ
ー
イ
ソ
フ
ラ

ボ
ン
で
す
。
私
の
お
気
に
入
り

の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
「
プ
ラ
セ

ン
タ
」。
化
粧
品
に
も
配
合
さ

れ
る
人
気
の
成
分
で
す
。
プ
ラ

セ
ン
タ
エ
キ
ス
に
は
ホ
ル
モ
ン

の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
の
分
泌
を
促
進
さ
せ
る
作

用
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ

国
内
で
は
流
通
し
て
い
な
い
た

め
日
本
に
戻
っ
た
時
に
購
入
を

し
美
容
点
滴
に
プ
ラ
セ
ン
タ
を

加
え
た
カ
ク
テ
ル
点
滴
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
美
と
健
康
を
促

す
イ
ン
ナ
ー
ケ
ア
。
し
っ
か
り

と
調
べ
た
上
で
吟
味
を
し
、
納

得
で
き
る
も
の
を
選
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
ど
き
ど

き
、
ワ
ク
ワ
ク
に
関
係
す
る
恋

愛
ホ
ル
モ
ン
も
大
切
に
育
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。美
容
歴
30
年
。

SKIN DEEP NYC

、Yukie 
Natori Salon & Spa 

オ
ー
ナ

ー
。
日
本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル

を
経
営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス

ト
な
ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を

行
き
来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な

美
の
情
報
を
発
信
す
る
。

内
面
か
ら
美
肌
ホ
ル
モ
ン

ー
ル
と
し
て
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
老
舗
で
名
門
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
・
ダ
ン
ス
・
セ
ン
タ
ー
で

週
に
10
コ
マ
か
ら
12
コ
マ
の
レ

ッ
ス
ン
を
受
け
な
が
ら
、
シ
ョ

ー
の
出
演
、
ソ
ロ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
ク
ラ
ス
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
を
し
て
い
る
毎
日
だ
。

　

４
歳
か
ら
ダ
ン
ス
を
習
い
始

め
ダ
ン
ス
歴
は
20
年
を
超
え

た
。
幼
児
の
頃
に
見
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
子
供
向
け
番
組
「
み
ん
な
の

広
場
だ
！
わ
ん
パ
ー
ク
」
の
ダ

ン
サ
ー
に
憧
れ
て
踊
っ
て
い
る

姿
を
見
て
、
親
が
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
た
の
が
、
そ
の
憧
れ
の

子
供
ダ
ン
サ
ー
た
ち
が
練
習
し

て
い
る
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
だ
っ

た
。
夢
中
に
な
っ
て
レ
ッ
ス
ン

に
励
ん
だ
。
小
学
校
３
年
の
時

に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
の

バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
舞
台

に
立
つ
。
子
供
心
に
も
、
満
席

の
大
ホ
ー
ル
で
の
ス
テ
ー
ジ
が

生
む
魔
法
の
よ
う
な
陶
酔
感
と

感
動
を
覚
え
た
と
い
う
。
そ
れ

か
ら
は
ダ
ン
ス
、
特
に
タ
ッ
プ

ダ
ン
ス
の
魅
力
に
取
り
憑
か
れ

て
「
ま
す
ま
す
の
め
り
こ
ん
で

い
っ
た
」
そ
う
だ
。

　

夢
中
に
な
っ
て
レ
ッ
ス
ン
に

励
む
な
か
で
、
特
に
は
ま
っ
た

の
が
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
。ダ
ン
ス
・

ス
ク
ー
ル
で
の
レ
ッ
ス
ン
で
は

飽
き
足
ら
ず
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
活
躍
し
て
い
た
日
本
タ
ッ
プ

界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
、
み
す
み
・

ス
マ
イ
リ
ー
・
ゆ
き
こ
女
史
に

師
事
す
る
よ
う
に
な
り
、
タ
ッ

プ
ダ
ン
サ
ー
へ
の
道
を
あ
ゆ
み

は
じ
め
た
そ
う
だ
。

　

中
学
生
の
頃
か
ら
両
親
と
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
旅
行
に
来
る
度

に
、
タ
ッ
プ
の
ク
ラ
ス
を
受
け

て
い
た
。
自
然
と
「
絶
対
に
ア

メ
リ
カ
で
タ
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
に

な
る
」と
思
い
始
め
た
そ
う
だ
。

　

米
国
で
は
、
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス

専
門
の
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
が

い
く
つ
か
存
在
し
、
数
は
多
く

は
な
い
が
、
ど
こ
も
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
し
っ
か
り
と
し
て
い

て
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

の
世
界
で
も
ダ
ン
ス
の
ジ
ャ
ン

ル
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

確
立
さ
れ
て
い
る
。
自
分
に
し

か
で
き
な
い
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
ス

タ
イ
ル
を
よ
り
確
立
す
る
こ

と
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
と
日
本

の
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
架
け
橋
と
な
る
こ
と
が
夢

だ
。「
ア
メ
リ
カ
の
タ
ッ
プ
ダ

ン
ス
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
学
ん
で

日
本
へ
持
ち
帰
る
こ
と
が
私
の

ア
メ
リ
カ
で
の
大
き
な
目
標
で

す
」
と
話
す
。「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
一
瞬
も
休
ま
な
い
賑
や
か

な
雰
囲
気
が
好
き
で
す
」
と
笑

顔
を
残
し
て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

雑
踏
の
中
へ
消
え
て
行
っ
た
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

　

タ
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
の
Ｅ
Ｍ
Ｉ

Ｋ
Ｏ
、
本
名
・
中
川
恵
美
子
さ

ん
（
26)

は
、
身
長
１
６
５
セ

ン
チ
。
日
本
人
と
し
て
は
腕
も

長
い
方
で
、
す
ら
っ
と
し
た
体

型
か
ら
弾
き
出
す
タ
ッ
プ
の
軽

快
さ
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き

で
観
客
を
魅
了
し
て
き
た
。
日

本
で
は
シ
ョ
ー
の
出
演
、
振
り

付
け
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
を
し
て
い
た
が
、
３
年
前
に

活
動
の
拠
点
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
移
し
、
米
国
で
活
躍
す
る
こ

と
を
目
的
に
現
在
ダ
ン
ス
留
学

中
だ
。
所
属
は
ダ
ン
ス
・
ス
ク

弾
け
る
足
音
世
界
に
響
か
せ
る
ま
で

タップダンサー

中川恵美子さん

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://www.idocenter.com
mailto:kyoko5japan@gmail.com
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